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はじめに 
 
この度は、株式会社ユニテック製 ModbusRTU 接続用 BACnet ゲートウェイ装置（以下

本製品、BACnet ゲートウェイ）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
 
ご使用前に本書をよくお読みいただき、本製品の機能・性能を十分ご理解のうえ、正しく

ご使用くださるようお願いいたします。 
 
なお、本製品によって生じた機会損失、逸失利益、弊社の予見の有無を問わず特別の事情

から生じた損害、二次災害、事故補償、弊社製品以外への損傷およびその他業務に対する

補償については、株式会社ユニテックは一切の責任を負いかねます。 
 
本書で使用されている画面イメージはすべて「MicrosoftEdge バージョン

105.0.1343.27」で 本製品機能を使用した際のものです。その他ブラウザ、バージョンを

ご使用の場合、本書のイメージとは異なる場合がありますので予めご了承ください。 
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安全上のご注意 
 
本製品のご使用前に、Modbus ネットワークおよび BACnet の仕様・機能・性能を十分ご理解の上、

本書をよくお読みいただき、安全に対して充分な注意を払って、正しくご使用いただけますようお願い

いたします。 
 

△！ 注意 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こり得て、中程度の傷害や軽傷を受け

る可能性が想定される場合、および物的損傷の発生が想定される場合。 

 
なお、注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも重

要な内容を記載していますので必ずお守りください。 
 
本マニュアルは必要なときに取り出して読めるよう大切に保管してください。また、必ず最終ユーザま

でお届けいただくようお願いいたします。 
 
【取付け上の注意事項】 

△！ 注意 

 本製品は、本書に記載されている一般仕様の環境で使用してください。一般仕様の範囲以外の環

境で使用すると、感電、火災、誤動作、製品の損傷あるいは劣化の原因になります。 
 本製品は、本製品を押さえながら、背面の上部を DIN レールに引っかけ、本製品を背面へ押すこ

とで DIN レールに装着することができます。この時、力を入れすぎると破損する恐れがあります

ので注意してください。うまく DIN レールに到着できない時は、背面下部のレバーを下方向に引

っ張ってください。 
 本製品が正しく DIN レールに装着されていないと、落下の原因になります。 
 振動の多い環境で使用する場合は、ベルトなどで本製品を固定してください。 
 本製品の脱着は、本製品を押さえながら、背面下部のレバーを下方向に引っ張って、本製品の下

部を手前に引きよせて DIN レールから取り外します。 
 本製品の装脱着は、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと、

製品の損傷の恐れがあります。 
 本製品のコネクタ部分に力を加えないでください。本製品の故障の原因になります。また、ケガ

をする恐れもあります。 
 本製品の導電部分や電子部品には直接触らないでください。本製品の誤動作、故障の原因になり

ます。 
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【配線上の注意事項】 

△！ 注意 

 コネクタの配線接続は、メーカー指定の工具で正しく圧着、圧接またはハンダ付けし、コネクタ

は確実に本製品に取り付けてください。 
 本製品内に、切粉や配線クズなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障、誤動

作の原因になります。 
 配線時に本製品内へ配線クズなどの異物が混入するのを防止するため、本製品上部に異物混入防

止のラベルなどを貼り付けて作業を行ってください。 
 システム運転時は、放熱のために異物混入防止のラベルなどは必ずはがしてください。 
 本製品に接続するケーブルは、必ずダクトに納めるか、またはクランプによる固定処理を行って

ください。 
 ケーブルをダクトに納めなかったり、クランプによる固定処理をしていなかったりすると、ケー

ブルのぶらつきや移動、不注意の引っ張りなどによる本製品やケーブルの破損、ケーブルの接触

不良による誤動作の原因となります。 
 本製品に接続されたケーブルを取り外すときは、ケーブル部分を手に持って引っ張らないでくだ

さい。 
 コネクタ付きのケーブルは、本製品の接続部分のコネクタを手で持って取り外してください。 
 本製品に接続された状態でケーブルを引っ張ると、誤動作または本製品やケーブルの破損の原因

となります。 
 配線接続は、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと、製品の

損傷の恐れがあります。 
 本製品への配線は、製品の定格電圧および端子配列を確認した上で正しく行ってください。 
 定格と異なった電圧の入力または誤配線をすると、火災、故障の原因になります。 
 異なる電圧の端子に接続すると誤動作や機器の故障の原因になります。 

 
 
【立上げ・保守時の注意事項】 

△！ 注意 

 本製品の分解、改造はしないでください。故障、誤動作、ケガ、火災の原因になります。 
 通電中に端子に触れないでください。誤動作の原因になります。 
 清掃、ネジ、本製品取付けネジの増し締めは、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってくだ

さい。全相遮断しないと、本製品の故障や誤動作の原因になります。 

 
 
  



安全上のご注意 

4 
HM000004-R 

  
 
【廃棄時の注意事項】 

△！ 注意 

 製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。 
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1. 概要 
本製品は、ModbusRTU プロトコルと BACnet プロトコルの変換用ゲートウェイユニットです。主な機

能は以下の通りです。 
 Modbus 経由で受信した値を、割付けされた BACnet オブジェクトの PresentValue または

FeedbackValue にセットします。 
 BACnet 経由で書き込まれた BACnet オブジェクトの PresentValue または ValueSet の値を、割付け

された Modbus アドレスに書き込みます。 
 

1.1 特長 
1) 各種 BACnet 規格に準拠しております。 

 電気設備学会 IEIE-P-0003:2000 アデンダム a(ANSI/ASHRAE Standard 135-2001) 
 電気設備学会 IEIEJ-G-0006:2006 アデンダム a(ANSI/ASHRAE Standard 135-2004) 
 電気設備学会 IEIEJ-G-0006:20017(Ver1.4.0 以降) 
 ANSI/ASHRAE Standard 135-2004(ISO16484-5-2003) 
 ANSI/ASHRAE Standard 135-2010 
 ANSI/ASHRAE Standard 135-2012(Ver1.4.0 以降) 

2) Ipv6 プロトコルに対応しています。 
3) AnnexU にも対応しています。(Ver1.4.0 以降) 
4) Web ブラウザを使用し、設定・監視を行うことができます。 
5) 電源が遮断された場合にも、BACnetObject のプロパティ情報を保持します。 

 
1.2 製品ラインアップ 
本製品はサポートオブジェクトが異なる２つのラインアップが存在します。 
 

製品名 サポートオブジェクト 
BM760R-S AI/AO/AV/BI/BO/BV/MI/MO/MV/AC/計量/TL/SC/CA 
BM760R-E AI/AO/AV/BI/BO/BV/MI/MO/MV/AC/計量 
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1.3 システム構成 
本製品を使用したシステムの構成例を以下に示します。 

 
 
 
1.4 外観デザイン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 （横面）            （正面） 
 

※mm 単位 

※イメージ図中のシルクの位置や大きさは、実物と異なる場合がある 
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2. 仕様 
2.1 一般仕様 
(1) 性能仕様  

項目 内容 

Ethernet 
 

RJ45 2 ポート(Web ブラウザ×1、BACnet 用×1) 

データ転送速度 100/10Mbps 

通信モード 全二重／半二重 

転送方法 ベースバンド 

RS485 1 ポート（ModbusRTU 用×1） 
 終端機能 設定により ON/OFF 可能な終端抵抗を内蔵 
内部メモリ 2Ｍバイト 

消費電流  0.16A/3.84W 
外形寸法(コネクタ含む) 111mm(H)×35mm(W)×114.5mm(D) 
質量 0.18kg 

 
(2) 使用環境条件  

項目 仕様 備考 

使用周囲温度 0～55℃ ― 
使用周囲湿度 10～90%RH 結露なきこと 
保存周囲温度 -20～75℃ 結露なきこと 
対ノイズ性 IE C61000-4-4 に準拠、2KV(電源ライン) 

対振動 
JIS C0911 に準拠 10～57Hz 振幅 0.075mm 57～150Hz 加

速度 9.8 m/s2 XYZ 各方向 80min 
耐衝撃 JIS C0912 に準拠 147m/s XYZ 各方向 3 回 
使用雰囲気 腐食性ガスがないこと 
使用標高 2000m 以下 
設置場所 制御盤内 
オーバボルテージカテゴリ(*1) Ⅱ以下 
汚染度(*2) 2 以下 
装置クラス Class I 

（※1）その機器が公衆配電網から構内の機械装置に至るまでのどこの配電部に接続されることを想定

しているかを示します。カテゴリーⅡは、固定設備から給電される機器などに適用されます。定格

300Ｖまでの機器の耐サージ電圧は、2,500Ｖです。 
（※2）その機器が使用される環境における導電性物質の発生度合を示す指標です。汚染度 2 は、非導電

性の汚染しか発生しません。ただし、たまたまの凝結によって一時的な導電が起こりうる環境です。 
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2.2 LED 

 
 

名称（色） 状態 

RUN 
（緑） 

点灯：正常動作（電源が供給されており、正常に動作している） 
消灯：異常（電源ダウン、WDT エラー） 

INIT 
（緑） 

点灯：初期化完了（初期化が完了し、Web コンフィギュレーション接続が可能） 
消灯：初期化未完了 

OPE 
（緑） 

点滅：ネットワーク参入済み（運転中） 
消灯：ネットワーク離脱済み（停止中） 

FAIL 
（赤） 

点灯：Modbus 通信エラー 
消灯：正常 
１つでもポーリング処理が異常となった場合に点灯する。ただし、次のポーリ

ング周期にて全て正常となった場合は消灯する。 
 
 
2.3 スイッチ 

RESET
 

 

名称 内容 

RESET 
本スイッチを押した状態で起動を行うと、ユニットの設定内容を初期化するこ

とができる。 
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2.4 電源、通信インターフェース 
 

 
 

名称 内容 

電源 
電源コネクタです。DC24V を供給してください。 
※1.25A 以上の電源を使用する事を推奨いたします。 

BACnet BACnet 通信用のポートです。 
Web コンフィギュレーション機能接続用のポートです。 
Modbus Modbus 通信用のポートです。 
+24V DC24V 電源の＋側入力端子です。 
GND DC24V 電源の－側入力端子です。 
NC 未接続端子です。何も接続しないで下さい。 
SG MODBUS（半二重 RS485）のシグナルグランド端子です。 
－ MODBUS（半二重 RS485）の－側端子です。 
＋ MODBUS（半二重 RS485）の＋側端子です。 
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2.5 BACnet 仕様 
(1) 性能仕様  
本製品の性能仕様は以下のとおりです 
Object 登録制限 

項目 内容 

Object 登録数 
AI/AO/AV/BI(※2)/BO/BV/MI/MO/MV/AC/計量/TL/SC/CA の

合計 

最大 500 点 

TL Object 登録数 最大 20 点（※1） 
SC Object 登録数 最大 20 点（※1） 
CA Object 登録数 最大 20 点（※1） 
※1 BM760R-E は、TL/SC/CA 未サポート 
※2 BI オブジェクトの InstanceNo.1000001～1000247 は、Modbus 端末通信エラー確認機能で使用

されるため指定することができません。 
 
Property 登録数および値の制限 

項目 
内容 

Object Property 

TL Object（※） BufferSize 2880 以下 
LogInterval 0 または、6000 以上 

MI/MO/MV Object NumberOfStates 10 以下 
SC Object（※） ExceptionSchedule 最大 10 件 

ExceptionSchedule 
    →TimeValueList 

最大 20 件 

WeeklySchedule 
    →TimeValueList 

最大 20 件 

ListOfObjectPropertyReferences 最大 10 件 
CA Object（※） DateList 最大 30 件 
NC Object RecipientList 最大 10 件 
DV Object Restart_Notification_Recipients 最大 10 件 
※BM760R-E は、TL/SC/CA 未サポート 
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(2) サポートオブジェクト  
本製品のサポートオブジェクトは表 2-1 のとおりです。サポートオブジェクトは適用する規格により

異なります。 
ANSI/ASHRAE Standard 135-2010 以前の規格では本来サポートしていないオブジェクトタイプも設

定可能となっております。ただし、これは使用する BACnet 規格変更後に設定変更を十分に行うまでの

一時的な互換性を維持するためであり、正式なサポートではありません。 
また、ANSI/ASHRAE Standard 135-2010 以降の規格への変更時には非サポートオブジェクトタイプ

のオブジェクト情報は全て削除されます。 
 

表 2-1 サポートオブジェクト 
 

オブジェクト 略号 

AN
SI/A

SH
RAE Standard 

135-2010 

AN
SI/A

SH
RAE Standard 

135-2004 

AN
SI/A

SH
RAE Standard 

135-2012
※1 

IE
IE-P-0003:2000

ア
デ
ン
ダ

ムa 

IE
IEJ-G

-0006:2006

ア
デ
ン

ダ
ムa 

IE
IEJ-G

-0006:2017

※1 

備考 

Accumulator Object Type AC ● ● ●  ● ●  
Analog Input Object Type AI ● ● ● ● ● ●  
Analog Output Object Type AO ● ● ● ● ● ●  
Analog Value Object Type AV ● ● ● ● ● ●  
Binary Input Object Type BI ● ● ● ● ● ●  
Binary Output Object Type BO ● ● ● ● ● ●  
Binary Value Object Type BV ● ● ● ● ● ●  
Calendar Object Type CA ● ● ● ● ● ● BM760R-E は未サポート 
Device Object Type DV ● ● ● ● ● ●  
Multi-state Input Object Type MI ● ● ● ● ● ●  
Multi-state Output Object Type MO ● ● ● ● ● ●  
Multi-state Value Object Type MV ● ● ● ● ● ●  
Notification Class Object Type NC ● ● ● ● ● ●  
Schedule Object Type SC ● ● ● ● ● ● BM760R-E は未サポート 
Trend Log Object Type TL ● ● ● ● ● ● BM760R-E は未サポート 

計量 Object Type 計量 
KR    ●    

 

※1 Ver1.4.0 以降 
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(3) サポート BIBB  
本製品のサポート BIBB は表 2-2 のとおりです。 

 

表 2-2 サポート BIBB 

BIBB 区分 サポート内容 備考 対応 

Data Sharing 

ReadProperty-A DS-RP-A ● 
ReadProperty-B DS-RP-B ● 
ReadPropertyMultiple-A DS-RPM-A ● 
ReadPropertyMultiple-B DS-RPM-B ● 
WriteProperty-A DS-WP-A ● 
WriteProperty-B DS-WP-B ● 
WritePropertyMultiple-B DS-WPM-B ● 
COV-B DS-COV-B ● 
COV-Unsolicited-B DS-COVU-B ● 

Alarm and Event 

Notification-B AE-N-B ● 
Notification Internal-B AE-N-I-B ● 
ACK-B AE-ACK-B ● 
Summary-B AE-ASUM-B ● 
Enrollment Summary-B AE-ESUM-B ● 
Information-B AE-INFO-B ● 

Scheduling 
Internal-B SCHED-I-B ●※ 
External-B SCHED-E-B ●※ 

Trending 
Viewing and Modifying Trends Internal-B T-VMT-I-B ●※ 
Viewing and Modifying Trends External-B T-VMT-E-B ●※ 
Automated Trend Retrieval-B T-ATR-B ●※ 

Device Management 

Dynamic Device Binding-A DM-DDB-A ● 
Dynamic Device Binding-B DM-DDB-B ● 
Dynamic Object Binding-B DM-DOB-B ● 
DeviceCommunicationControl-B DM-DCC-B ● 
TimeSynchronization-B DM-TS-B ● 
UTCTimeSynchronization-B DM-UTC-B ● 
Restart-A DM-R-A ● 
Restart-B DM-R-B ● 
List Manipulation-B DM-LM-B ● 
ObjectCreation and Deletion-B DM-OCD-B ● 

 

 ※BM760R-E は未サポート 
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2.6 Modbus 仕様 
(1) 性能仕様  
性能仕様は以下の通りです。 

項目 内容 

接続できる端末機器 最大 32 台 

 
(2) 通信仕様  
本製品と Modbus スレーブ間は RS485 を使用して通信を行ないます。通信仕様は以下の通りです。 

項目 設定値 備考 

伝送モード RTU RTU のマスタ側のみ対応 
伝送速度 4800bps ／ 9600bps  ／ 19.2kbps ／ 

38.4kbps ／ 76.8kbps ／ 115.2kbps 
左記から１つを選択 
デフォルトは 38.4kbps 

パリティ NONE ／ ODD ／ EVEN デフォルトは NONE 
ビット長 8   
ストップビット 2 ／ 1 デフォルトは 2 
終端抵抗 ON ／ OFF 内蔵終端抵抗切換を選択 

デフォルトは OFF 

 
(3) サポートアドレスタイプ  
本製品は以下のアドレスタイプをサポートします。 

アドレス 
読書き 

割付け可能プロパティ 
タイプ レジスタ範囲 Present Value Feedback Value ValueSet 

Coil 1~9999 
読込み BI,BV BO ― 
書込み BO,BV ― ― 

DiscreteInput 10001~19999 読込み BI, BV BO ― 

Holding Register 40001~49999 
読込み 

AI,AV, 
MI,MV,AC 

MO ― 

書込み 
AO,AV, 
MO,MV 

― AC 

Input Register 30001~39999 読込み 
AI,AV, 
MI,MV,AC 

MO ― 
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(4) サポート Modbus コマンド  
本製品は以下の Modbus コマンドをサポートします。 

コマンド 内容 備考 

Read Coil Status Coil の値を読み出す  
Read Input Status DiscreteInput の値を読み出す。  
Read Holding Registers Holding Register の値を読み出す。  
Read Input Registers Input Register の値を読み出す。  
Force Single Coil Coil に値を書き込む。  
Preset Single Register Holding Register に値を書き込む。  
Force Multiple Coils 複数の Coil に値を同時に書き込む  
Preset Multiple Registers 複数の Holding Register に値を書き込む。  
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2.7 データ変換機能 
Modbus で使用する値と BACnet で使用する値との変換方法を、各割付け情報に指定することができ

ます。 
(1) エンディアン変換  
各オブジェクトに指定できるエンディアン変換は以下のとおりです。 
 

内容 AI/AO/AV BI/BO/BV MI/MO/MV AC 計量 

16bit 長 整数リトルエンディアン ○ × ○ ○ ○ 

32bit 長 整数リトルエンディアン ○ × ○ ○ ○ 

32bit 長 実数リトルエンディアン ○ × ○ ○ ○ 

16bit 長 整数ビッグエンディアン ○ × ○ ○ ○ 

32bit 長 整数ビッグエンディアン ○ × ○ ○ ○ 

32bit 長 実数ビッグエンディアン ○ × ○ ○ ○ 
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(2) Analog データレンジ変換  
Analog オブジェクトのデータは、Modbus、BACnet それぞれの最大値最小値を指定し、下記計算式

によるレンジ変換を行うことが可能です。指定した BACnet の最大値最小値は、MinPresValue プロパ

ティ、MaxPresValue プロパティの値に反映されます。 
 
各項目への設定できる値の範囲は以下のとおりです。 

項目 データ型 有効な指定値 

Modbus 最小値 
long -2,147,483,648 ～ 2,147,483,647 

Modbus 最大値 
BACnet 最小値 

float +10-37～ +1038 
BACnet 最大値 

 
1. 外部へ伝える値 

( ( [Modbus 最大値] － [Modbus 最小値] ) × [PresentValue(出力値)] ＋ ( [Modbus 最小値] × 
[BACnet 最大値] ) － ( [Modbus 最大値] × [BACnet 最小値] ) )  ÷  ( [BACnet 最大値] － [BACnet
最小値] ) 

2. 内部へ伝える値 
( ( [BACnet最大値] － [BACnet最小値] ) × [DATA のPresentValue] + ( [ BACnet最小値] × [Modbus
最大値] ) － ( [BACnet 最大値] × [Modbus 最小値] ) ) ÷ ( [Modbus 最大値] － [Modbus 最小値] )  

 
例）Modbus 最小値 0、Modbus 最大値 1000、BACnet 最小値 0.0、BACnet 最大値 100.0 の場合、 

以下のように変換します。 

 
Integer A ～ Integer B、および Real A ～ Real B の範囲内において、対応する位置づけとなる値に

変換します。 
 
※範囲外データの扱いについて 
・収集した Modbus 値が Modbus の最大値最小値の範囲外であった場合、割付けされた BACnet オブ

ジェクトの Reliability プロパティが unreliable_other となり、PresentValue プロパティは変化しま

せん。 
・BACnet の PresentValue プロパティ値に BACnet の最大値最小値の範囲外の書き込みがあった場

合、エラー応答します。 
  

0 In te g e r  A
In te g e r  BR e a l A

R e a l B

1 0 0 0

1 0 0 .0

5 0 0

5 0 .0
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(3) MultiState データ変換  
MultiState オブジェクトのデータは、以下の変換を指定することができます。（エンディアン変換後

の値を更に変換します） 
項目 内容 

Modbus 値＝BACnet 値 

【入力値の場合】 
Modbus ユニットより収集した値をそのまま BACnet 値にセットします。 

 
【出力値の場合】 
BACnet 値をそのまま Modbus ユニットに出力します。 

Modbus 値 ＋ 1 ＝

BACnet 値 

【入力値の場合】 
Modbus ユニットより収集した値に 1 を加算した値を BACnet 値にセットしま

す。 
 

【出力値の場合】 
BACnet 値より１を減算した値を Modbus ユニットに出力します。 

ユーザ割付け変換 

State1～10 に Modbus 値を複数割付け可能（※符号なし整数のみ指定可能） 
 
【入力値の場合】 
Modbus ユニットより収集した値が、割付け指定された値に一致する State 値を

BACnet 値にセットします。 
Modbus ユニットより収集した値に一致する割付け指定値が存在しない場合は、

割 付 け さ れ た BACnet オ ブ ジ ェ ク ト の Reliability プ ロ パ テ ィ を

unreliable_other とし、PresentValue プロパティは変化しません。 
 

【出力値の場合】 
当該 State に割付け設定された値を Modbus ユニットに出力します。 
ただし、複数の値が登録してある場合は、先頭の値を Modbus ユニットに出力し

ます。 
 
2.8 Modbus メモリからの読み出し機能 
Modbus メモリに展開された値を定期的にポーリングし、BACnet オブジェクトの PresentValue およ

び FeedbackValue プロパティに格納することができます。Modbus 端末収集設定にて、Modbus 機器に

対してポーリングするアドレスや周期を指定することができ、BACnet オブジェクトへ「2.7 データ変

換機能」に従った変換値を格納することができます。ポーリングエラーが発生した場合は、割付けられ

ている BACnet オブジェクトの Reliability が NoSensor になります。 
 

2.9 Modbus メモリへの書き込み機能 
中央監視など上位側より、出力系 BACnet オブジェクトの PresentValue および ValueSet に値が書き

込まれると、割付けられている Modbus メモリに対して値を書き込むことができます。Modbus メモリ

には、「データ変換機能」に従った変換値を書き込みます。Modbus メモリへの書き込み処理は、

Modbus メモリからの読み出し処理より優先してパケット送信を行ないます。 
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2.10 Modbus 端末通信エラー確認機能 （バージョン 1.1.0 以降） 
Modbus 端末の通信状態を BI オブジェクトで確認することができます。本機能を有効にする場合は

「ネットワーク情報」の設定画面より設定を行ってください。詳細は「4.5 ネットワーク情報の設定」

を参照してください。 
BI オブジェクトの NotificationClass プロパティは Default Property の値が設定されます。イベント

通知先を変更したい場合は、通知先 NC オブジェクトの InstanceNo に設定変更してください。 
 

(1) BI オブジェクトとの対応表 
Modbus 端末の通信状態は InstanceNo.1000001～1000247 の BI オブジェクトで確認することができ

ます。 
Modbus 端末アドレス Modbus 通信確認用 BI オブジェクト 

1 BI-1000001 
2 BI-1000002 

： ： 

247 BI-1000247 

 
(2) エラー判定内容 
対象の Modbus 端末に登録している収集の通信情報に応じてエラー判定を行います。収集周期が 0、

もしくは収集情報が登録されていない Modbus 端末はエラー判定を行ないません。 
 

BI オブジェクト 
PV 値 判定条件 

Active ・対象の Modbus 端末に登録している収集情報全てで通信エラーが発生 
Inactive ・対象の Modbus 端末に登録している収集が１つでも正常 

変化しない 
・対象の Modbus 端末に登録している収集が存在しない 
・本ユニットを起動後、 
対象の Modbus 端末に登録している収集周期に到達していない 
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3 運転までの設定手順 
本製品を運転するまでの設定手順は以下の通りです。 

STEP1.  
本ユニットを起動します 

【参照】4.1 パソコンとの接続 ～ 4.3BACnet ゲートウェイへのログイン  

▼ 
STEP2.  

運転を停止させます 
【参照】4.7(2)通信の停止 

▼ 
STEP3.  

ネットワーク情報、基本情報を変更します 
【参照】4.4BACnet ゲートウェイ基本情報の設定 ～ 4.6 時刻設定  

▼ 
STEP4.  

Modbus 端末を登録します 
【参照】5.1Modbus 端末の登録 

▼ 
STEP5.  

Modbus 端末と BACnet オブジェクトの割付け設定を追加します 
【参照】5.5(1)Analog 系オブジェクトの割付 ～ 5.5(5)計量オブジェクトの割付 

▼ 
STEP6.  

収集設定をします 
【参照】5.5(8)割付けされた Modbus 端末への定期収集 

▼ 
STEP7.  

BACnet オブジェクトの設定をします 
【参照】5.6 各オブジェクトの設定・追加・削除 ～ 5.11 カレンダー（Calendar オ
ブジェクト）の設定 

▼ 
STEP8.  

CSV ファイル、バックアップファイルに保存します 
【参照】6.4 バックアップとリストア 

▼ 
STEP9.  

運転を再開させます 
【参照】4.7(3)通信の再開 
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4 BACnet ゲートウェイの接続設定 
本章においては、BACnet ゲートウェイを使用するためのネットワーク情報や、本体の基本情報の設定

について記載します。 
 
4.1 パソコンとの接続 
パソコンから、BACnet ゲートウェイのコンフィギュレーション機能（Web ポート）に接続するための

手順を下記に示します。 
 
＜手順＞ 

1) BACnet ゲートウェイおよびお使いのパソコンの IP アドレスに重複がないことを確認します。 
出荷時の Web ポート IP アドレスは「192.168.1.254」となっています。 

2) お使いのパソコンと BACnet ゲートウェイを、LAN ケーブル（市販品）で接続します。 
（パソコンに AutoMDI/MDI-X（ケーブルの自動認識）機能がない場合は、ハブを経由して接続してく

ださい。） 
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4.2 パソコンのネットワーク情報設定 
パソコンから BACnet ゲートウェイに接続するため、下記手順に従ってパソコンのネットワーク情報を

変更します。 
 
＜手順＞ 

1) 「コントロールパネル」から、「ネットワークと共有センター」を選択します。 
2) 「ローカルエリア接続」を選択して、「ローカルエリア接続の状態」ダイアログを表示させます。 
3) ［プロパティ］ボタンをクリックして「ローカルエリア接続のプロパティ」ダイアログを表示させます。 
4) ［インターネット プロトコル バージョン 4 (TCP/Ipv4) ］を選択して［プロパティ］ボタンをクリック

します。 
5) 下図ダイアログにおいて、「次の IP アドレスを使う」を選択し、IP アドレス（*1）とサブネットマスク

（*2）を設定して［OK］ボタンをクリックします。 
6) 「ローカルエリア接続のプロパティ」ダイアログで、［OK］ボタンをクリックし、ダイアログを閉じま

す。 

※画面は Microsoft® Windows 8.1 のものです。 

【注意】 
(*1)、(*2) IP アドレスとサブネットマスクは、下記を参考に設定してください。 
 
（例） 

 
IP アドレス (*1) 
（ネットワーク

部） 

IP アドレス(*1) 
（ホスト部） サブネットマスク(*2) 

BACnet 
ゲートウェイの設定 

192.168.1 
(デフォルト値) 

254 
(デフォルト値) 

255.255.255.0 
(デフォルト値) 

パソコンの設定 192.168.1 100 255.255.255.0 

備考 同じ値にします。 
BACnet ゲートウェイや、
その他の接続機器と重複
しないように設定します。 

PC のサブネットマスク
は、BACnet ゲートウェイ
に合わせて設定します。 
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4.3 BACnet ゲートウェイへのログイン 
パソコンのネットワーク設定が完了したら、次の手順で Web ブラウザ  から BACnet ゲートウェイに

アクセスすることができます。サポートしているブラウザは以下のとおりです。 
・InternetExplorer 
・MicrosoftEdge（Ver 1.3.0 以降 対応済） 
・GoogleChrome（Ver 1.3.0 以降 対応済） 
※製品のバージョンが、Ver. 1.3.0 未満の場合使用できる Web ブラウザは、 
InternetExplorer のみとなりますので、Edge の IE 互換モードにて設定してください。詳細は巻末の「7.6 
Edge（Internet Explorer モード）への切り替え手順」をご参照ください。 
 
＜手順＞ 

1) お使いのパソコンで、Web ブラウザ  を開きます。(*1) 
2) URL： http://192.168.1.254:8080/ を入力します。(*2) 
3) 下記ログイン画面から、次のユーザ名とパスワードを入力して［OK］をクリックします。 

 
ユーザ名 admin  

(エー・ディー・エム・アイ・エヌ) 
パスワード password 

(ピー・エー・エス・エス・ダブリュー・オー・アール・ディー) 
 

 
(*1) Web ブラウザの動作確認状況は以下のとおりです。 

Web ブラウザ 動作確認バージョン 
Microsoft Edge 105.0.1343.27 

Chrome 105.0.5195.102 

 
(*2) http://192.168.1.254:8080/ は、BACnet ゲートウェイの工場出荷設定時のアドレスです。 
デフォルト値から IP アドレスを変更した場合は、下記でアクセスしてください。 

http:// ［設定後の IP アドレス］:8080/ 

http://192.168.1.254:8080/
http://192.168.1.254:8080/
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4) ログインに成功すると、次のような画面が表示されます。（画面は BM760R-S のものです） 

 
図 4-1BACnet ゲートウェイ画面 

4.4 BACnet ゲートウェイ基本情報の設定 
BACnet ゲートウェイを使用するための基本情報を設定します。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) ［共通設定］＞［BACnet 基本情報］から、［編集］ボタンをクリックします。 

 

3) 表示された画面で「デバイスインスタンス番号」を入力し、準拠する BACnet 規格をプルダウンメニュ

ーから選択して［更新］をクリックします。 
BACnet 規格 備考 

ANSI/ASHRAE Standard 135-2004 ANSI/ASHRAE (米国冷暖房空調工業会)によ
って公開されている仕様 

IEIE-P-0003:2000 アデンダム a 電気設備学会によって公開されている仕様 
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IEIEJ-G-0006:2006 アデンダム a 電気設備学会によって公開されている仕様 

ANSI/ASHRAE Standard 135-2010 ANSI/ASHRAE (米国冷暖房空調工業会)によ
って公開されている仕様 

 
4) 「4.7(3)通信の再開」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を再開させます。 
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4.5 ネットワーク情報の設定 
BACnet ゲートウェイが接続するネットワークに関する詳細を設定することができます。 
ネットワーク情報の設定は、下記の手順で行なってください。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) ［共通設定］＞［ネットワーク情報］をクリックします。 

 
 

3) ［編集］をクリックします。 
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4) 必要な項目を編集して、［更新］をクリックします。変更を中止して、前の画面に戻るには［戻る］をク

リックします。 

 
 
各項目の意味は、以下の通りです。 

項目 内容 

IPV6 で通信する Ipv6 で通信を行う場合はチェックします。 
システムで決められた場合にのみチェックしてください。 

Ipv4Address BACnet ゲートウェイの アドレスを指定します。 
サブネット Ipv4 使用時のサブネットマスクを指定します。 
DefaultGateway Ipv4 使用時のデフォルトゲートウェイを指定します。 
Ipv6Address Ipv6 使用時のアドレスを指定します。 
MulticastAddress Ipv6 使用時のマルチキャストアドレスを指定する。 

AnnexUUse Ipv6 使用時 AnnexU 使用する場合はチェックします。 
※バージョン 1.4.0 以降 

PortNo BACnet 通信で使用する IP ポート番号を指定します。 
（47808、X’BAC0） 

NetworkNo BACnet 通信で使用するネットワーク番号を指定します。 
WebIPAddress Web 接続用 IPAddress を指定します。 
Web サブネット Web 接続用 IP のサブネットマスクを指定します。 
ModbusBAUDRATE Modbus 通信用の伝送速度を指定します。 
ModbusRetryCount Modbus 通信用のリトライ回数を指定します。0～3 
ModbusTimeOut Modbus 通信用のタイムアウトを ms 単位で指定します。 
パリティ Modbus 通信用のパリティを指定します。 
ストップビット Modbus 通信用のストップビットを指定します。 
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項目 内容 
終端抵抗 Modbus 通信用の内蔵終端抵抗切換を指定します。 

WriteSingleRegisterSupport 
Register 書込みに WriteSingleRegister(ファンクションコード
0x06)の使用の有無を指定します。チェック無しの場合、代わりに
WriteMulteRegisters を使用します。 

Modbus 端末通信エラー通知
用 BI を使用する 

「2.10Modbus 端末通信エラー確認機能」を使用する場合に指定し
ます。自動で BI オブジェクトが割付けられます。 
※バージョン 1.1.0 以降 



BACnet ゲートウェイの接続設定 
 

32 
HM000004-R 

4.6 時刻設定 
BACnet ゲートウェイは、自身に時計情報を持っています。BACnet ゲートウェイの時刻（時計情報）

を変更するには、以下のいずれかの手順で行ってください。 
 
(1) 手動時刻設定 
Web 画面から BACnet ゲートウェイの時刻を手動で設定することができます。時刻を手動で設定する

場合は、以下の手順で行なってください。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［共通設定］＞［時刻情報］をクリックします。 

 

3) 「年」、「月」、「日」、「時」、「分」、「秒」をプルダウンから設定して、［更新］をクリックします。 

 
【注意】 
この設定に伴い、Device オブジェクトの Local_Date、Local_Time プロパティも変更されます。 
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(2) 他デバイスの時刻に同期 
他デバイスからの時刻同期要求（TimeSynchronization / UTCTimeSynchronization サービス）を受信

した際、BACnet ゲートウェイは自動で自身の時刻情報をセットします。 
→手動での操作は不要です。 
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4.7 通信の開始、停止、再開 
(1) 通信の開始 
BACnet ゲートウェイは電源投入後、初期処理を完了させて自動的に通信を開始します。 
通信を開始させるための手動操作は基本的に不要です。 
 
(2) 通信の停止 
BACnet ゲートウェイの設定を変更するには、通信を停止する必要があります。BACnet ゲートウェイ

の通信は、次の手順で停止させてください。 
 
＜手順＞ 

1) Web メニュー［メンテナンス］＞［停止・再開］をクリックします。 

 
 

2) 停止・再開画面の［停止］ボタンをクリックします。 
3) メッセージボックスに「BACnet、Modbus 動作を停止します」と表示されます。［OK］ボタンをクリック

します。 
4) 停止・再開画面に、「動作を停止しました」のメッセージが表示され、背景が薄い黄色に変化したら、通

信の停止は完了です。 
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(3) 通信の再開 
設定変更が完了したら、BACnet ゲートウェイの通信を再開させます。BACnet ゲートウェイの通信は、

次の手順で再開させてください。 
 
＜手順＞ 

1) Web メニュー［メンテナンス］＞［停止・再開］をクリックします。 
2) 停止・再開画面の［再開］ボタンをクリックします。 

 
 

3) メッセージボックスに「BACnet、Modbus 動作を再開します」と表示されます。［OK］ボタンをクリック

します。 
4) 停止・再開画面に、「動作を再開しました」のメッセージが表示され、背景が薄い青色に変化したら運転

の再開は完了です。 
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5 BACnet ゲートウェイの基本操作 
本章においては、BACnet ゲートウェイの基本的な操作の内容と、その手順について記載します。 
 
5.1 Modbus 端末の登録 
使用する Modbus 端末の登録を行います。Modbus 端末は、次の手順で登録して下さい。 
 
＜手順＞ 

1) 「2.7.2 通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］＞［端末追加］をクリックします。 

 

3) 表示された画面で、次の情報を入力します。 

 

項目 内容 
端末アドレス 端末に割り振られた番号  1～247 
端末名 端末につける名前  20 byte までの文字列 

 
  



BACnet ゲートウェイの基本操作 
 

37 
HM000004-R 

 
4) 入力した情報が、Modbus 端末一覧に表示されます。 

 
5) 手順 2）～4）を繰り返し、使用する Modbus 端末をすべて登録します。 
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5.2 Modbus 端末の削除 
登録した Modbus 端末情報の削除を行います。割付けた BACnet オブジェクト情報を残したまま端末

情報のみ削除と、割付けた BACnet オブジェクトごと端末情報の削除ができます。 
 
割付けた BACnet オブジェクト情報を残したまま端末情報のみ削除する場合は下記の手順で削除してく

ださい。 
 
＜手順＞ 

1) 「2.7.2 通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］＞［削除］をクリックします。 

 
 
割付けた BACnet オブジェクトごと端末情報を削除する場合は下記の手順で削除してください。 
 
＜手順＞ 

1) 「2.7.2 通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］＞［全削除］をクリックします。 
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5.3 Modbus 端末の編集 
登録した Modbus 端末の端末アドレスや、端末名を編集することができます。Modbus 端末の端末ア

ドレスや端末名は、下記の手順で変更してください。 
 
＜手順＞ 

3) 「2.7.2 通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
4) Web メニュー［Modbus 情報一覧］＞［編集］をクリックします。 

 
5) 表示された画面で、情報を編集して、［更新］をクリックします。内容を変更しない場合は［取消］をク

リックします。 
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5.4 割付けるオブジェクトのデフォルト値設定 
Modbus 端末を登録した後は、これら端末を BACnet オブジェクトに割付けることができます。割付

け時、BACnet オブジェクトを新規生成する場合に、適用されるオブジェクトの初期値を設定すること

ができます。 
BACnet オブジェクトの初期値を固定して生成する場合は、次の手順で設定してください。 
 
＜手順＞ 

1) Web メニュー［共通設定］＞［DefaultProperty］（または［DefaultProperty］）をクリックします。 

 
2) デフォルト値を設定するオブジェクトタイプの［編集］ボタンをクリックします。 
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3) デフォルト値を設定する場合は、設定するプロパティの［編集］ボタンをクリックします。プロパティへ

のアクセス（読込・書込）に初期値として制限を加える場合は、Access 領域の［変更］をクリックしま

す。 

 
※画面は Analog Input オブジェクトの例です。 

 
4) デフォルト値として使用する値に変更して、［更新］ボタンをクリックします。変更せずに前画面に戻る

場合は［取消］ボタンをクリックします。 

 

※画面は Analog Input オブジェクトの EventEnable プロパティの例です。 
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5) デフォルト値をすべて設定したら、ページ上部にある［戻る］ボタンをクリックします。 

 

 
6) 以降生成されるオブジェクトには、1) ~ 4) で設定したデフォルト値が適用されます。 

 
 
  



BACnet ゲートウェイの基本操作 
 

43 
HM000004-R 

5.5 Modbus 端末の割付け 
Modbus 端末の BACnet オブジェクトへの割付は、以下の手順で行なって下さい。 
 
(1) Analog 系オブジェクトの割付 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］から、関連付ける Modbus 端末と同列にある［BACnet］ボタンを

クリックします。 

 
 

3) 当該の Modbus 端末に割り付ける BACnet のオブジェクトタイプと同列にある［一覧表示］ボタンを

クリックします。 
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4) 新たに BACnet オブジェクトを作成する場合は［追加］をクリックします。 

（画面は、Analog Input オブジェクトの例です） 

5) 作成するプロパティの値（①）、割り付けるアドレス（②）、データ形式（③）、Data 範囲（④）を設定

し、ページ下部の［追加］をクリックします。（画面は、Analog Input オブジェクトの例です） 

 
No. 項目 詳細 

7  プロパティの値 各プロパティの詳細は、ANSI/ASHRAE Standard135 BACnet 規格を参
照してください。 

② Modbus ア ド レ
ス 

Modbus 端末に割り付けるメモリのタイプおよびアドレスを指定します。
アドレスは、1~9999 までの各タイプ相対アドレスで指定します。 
AO、AV の場合、ノードへの定周期書き込み設定をすることもできます※。 

③ データ形式 Modbus 端末のエンディアン変換方式に合わせて設定します。 
詳細は、「2.7(1)エンディアン変換」を参照してください。 

④ データ変換 
Analog データレンジ変換値を指定します。 
詳細は、「2.7(2)Analog データレンジ変換」を参照してください。 
データ形式に「整数」を使用した場合のみ有効となります。 

① 

② 
③ 
④ 
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 ※定周期書き込み機能は Ver1.2.7 以降のサポートとなります。 
6) 登録したオブジェクトと、「更新しました」が表示されたら、追加は完了です。 

（PV 用 Modbus アドレスの内容は、ポーリング設定されていない場合、赤字で表示され、また設定

後は黒字表示になります。） 

 
 
【注意】 
不正なデータが含まれたまま［更新］した場合、「更新に失敗しました」と表示され、編集内容は反映さ

れません。「更新に失敗しました」以降に表示されるエラーから、問題のある項目を修正して、再度［更

新］してください。 

 
例）Analog Input プロパティの 「Modbus アドレス」に「0（不正な値）」を入力した場合 
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(2) Binary 系オブジェクトの割付 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］から、関連付ける Modbus 端末と同列にある［BACnet］ボタンをクリッ

クします。 

 

3) 当該の Modbus 端末に割り付ける BACnet のオブジェクトタイプと同列にある［一覧表示］ボタンを

クリックします。 

 
4) 新たに BACnet オブジェクトを作成する場合は［追加］をクリックします。

（画面は、Binary Input オブジェクトの例です） 
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5) 作成するプロパティの値（①）、割り付けるアドレス（②）を設定し、ページ下部の［追加］をクリック

します。（画面は、Binary Input オブジェクトの例です） 

 
No. 項目 詳細 

7  プロパティの値 各プロパティの詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135 BACnet 規格を
参照してください。 

② Modbus アドレス 
Modbus 端末に割り付けるメモリのタイプおよびアドレスを指定しま
す。アドレスは、1~9999 までの各タイプ相対アドレスで指定します。 
HoldingRegister、InputRegister の bit 指定が可能です。 
BO、BV の場合、ノードへの定周期書き込み設定をすることもできます※。 

※定周期書き込み機能は Ver1.2.7 以降のサポートとなります。 
 

6) 登録したオブジェクトと、「更新しました」が表示されたら、追加は完了です。 
（PV 用 Modbus アドレスの内容は、ポーリング設定されていない場合、赤字で表示され、また設定

後は黒字表示になります。） 

(画面は Binary Output オブジェクト PV に 
HoldingRegister アドレス 7 の bit1 を割付けした例です） 

  

① 

② 
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【注意】 
不正なデータが含まれたまま［更新］した場合、「更新に失敗しました」と表示され、編集内容は反映さ

れません。「更新に失敗しました」以降に表示されるエラーから、問題のある項目を修正して、再度［更

新］してください。 

 

例）Analog Input プロパティの 「Modbus アドレス」に「0（不正な値）」を入力した場合 
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(3) Multi State 系オブジェクトの割付 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］から、関連付ける Modbus 端末と同列にある［BACnet］ボタンをクリッ

クします。 

 
3) 当該の Modbus 端末に割り付ける BACnet のオブジェクトタイプと同列にある［一覧表示］ボタンを

クリックします。 

 

4) 新たに BACnet オブジェクトを作成する場合は［追加］をクリックします。 

 
（画面は、Multi State Input オブジェクトの例です）  
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5) 作成するプロパティの値（①）、割り付けるアドレス（②）、データ形式（③）を設定し、ページ下部の［追

加］をクリックします。 
（画面は、Multi State Input オブジェクトの例です） 

 
No. 項目 詳細 

7  プロパティの値 各プロパティの詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135 BACnet 規格を
参照してください。 

② Modbus アドレス Modbus 端末に割り付けるメモリのタイプおよびアドレスを指定しま
す。アドレスは、1~9999 までの各タイプ相対アドレスで指定します。 

③ データ形式 
Modbus 端末のエンディアン変換方式に合わせて設定します。 
詳細は、「2.7(1)エンディアン変換」を参照してください。 
MO、MV の場合、ノードへの定周期書き込み設定をすることもできます※。 

④ データ変換 MultiState データ変換値を指定します。 
詳細は、「2.7(3)MultiState データ変換」を参照してください。 

※定周期書き込み機能は Ver1.2.7 以降のサポートとなります。 

① 

② 
③ 

④ 
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6) 登録したオブジェクトが表示されたら、追加は完了です。（PV 用 Modbus アドレスの内容は、ポーリン

グ設定されていない場合、赤字で表示され、また設定後は黒字表示になります。） 

 
【注意】 
不正なデータが含まれたまま［更新］した場合、「更新に失敗しました」と表示され、編集内容は反映さ

れません。「更新に失敗しました」以降に表示されるエラーから、問題のある項目を修正して、再度［更

新］してください。 

 
例）Analog Input プロパティの 「Modbus アドレス」に「0（不正な値）」を入力した場合 
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(4) Accumulator オブジェクトの割付 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］から、関連付ける Modbus 端末と同列にある［BACnet］ボタンをクリッ

クします。 

 

3) 当該の Modbus 端末に割り付ける BACnet のオブジェクトタイプと同列にある［一覧表示］ボタンを

クリックします。 

 

4) 新たに BACnet オブジェクトを作成する場合は［追加］をクリックします。 
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5) 作成するプロパティの値（①）、Present_Value に割り付けるアドレス（②）、Value_Set に割り付けるア

ドレス（③）、Data 形式（④）を設定し、ページ下部の［追加］をクリックします。 

 
No. 項目 詳細 

7  プロパティの値 各プロパティの詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135 BACnet 規
格をご参照ください。 

② PV 用 Modbus アドレス 

Modbus 端末に割り付けるメモリのタイプおよびアドレスを指定し
ます。 
アドレスは、1~9999 までの各タイプ相対アドレスで指定します。 
ここで割り付けられたアドレスのデータは、この Accumulator オブ
ジェクトの Present_Value に適用されます。 

③ VS 用 Modbus アドレス 

Modbus 端末に割り付けるメモリのタイプおよびアドレスを指定し
ます。 
アドレスは、1~9999 までの各タイプ相対アドレスで指定します。 
ここで割り付けられたアドレスのデータは、この Accumulator オブ
ジェクトの Value_Set に適用されます。 

④ データ形式 Modbus 端末のエンディアン変換方式に合わせて設定します。 
詳細は、「2.7(1)エンディアン変換」を参照してください。 

 
  

① 

② 
③ 

④ 
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6) 登録したオブジェクトが表示されたら、追加は完了です。 

（PV 用 Modbus アドレスの内容は、ポーリング設定されていない場合、赤字で表示され、また設定

後は黒字表示になります。） 

 

【注意】 
不正なデータが含まれたまま［更新］した場合、「更新に失敗しました」と表示され、編集内容は反映さ

れません。「更新に失敗しました」以降に表示されるエラーから、問題のある項目を修正して、再度［更

新］してください。 

 

例）Analog Input プロパティの 「Modbus アドレス」に「0（不正な値）」を入力した場合 
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(5) 計量オブジェクトの割付 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］から、関連付ける Modbus 端末と同列にある［BACnet］ボタンを

クリックします。 

 

3) 当該の Modbus 端末に割り付ける BACnet のオブジェクトタイプと同列にある［一覧表示］ボタンを

クリックします。 

 

4) 新たに BACnet オブジェクトを作成する場合は［追加］をクリックします。 

 



BACnet ゲートウェイの基本操作 
 

56 
HM000004-R 

5) 作成するプロパティの値（①）、Present_Value に割り付けるアドレス（②）、Value_Set に割り付ける

アドレス（③）、Data 形式（④）を設定し、ページ下部の［追加］をクリックします。 

 

 
No. 項目 詳細 

7  プロパティの値 各プロパティの詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135 BACnet 規
格をご参照ください。 

② 出力用 Modbus アドレス 

Modbus 端末に割り付けるメモリのタイプおよびアドレスを指定
します。 
アドレスは、1~9999 までの各タイプ相対アドレスで指定します。 
ここで割り付けられたアドレスのデータは、この計量オブジェクト
の出力値に適用されます。 

③ 入力用 Modbus アドレス 

Modbus 端末に割り付けるメモリのタイプおよびアドレスを指定
します。 
アドレスは、1~9999 までの各タイプ相対アドレスで指定します。 
ここで割り付けられたアドレスのデータは、この計量オブジェクト
の入力値に適用されます。 

④ データ形式 Modbus 端末のエンディアン変換方式に合わせて設定します。 
詳細は、「2.7(1)エンディアン変換」を参照してください。 

 
6) 登録したオブジェクトが表示されたら、追加は完了です。 

（PV 用 Modbus アドレスの内容は、ポーリング設定されていない場合、赤字で表示され、また設定

後は黒字表示になります。） 

  

① 

② 
③ 
④ 
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【注意】 
不正なデータが含まれたまま［更新］した場合、「更新に失敗しました」と表示され、編集内容は反映さ

れません。「更新に失敗しました」以降に表示されるエラーから、問題のある項目を修正して、再度［更

新］してください。 

 

例）Analog Input プロパティの 「Modbus アドレス」に「0（不正な値）」を入力した場合 
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(6) Modbus 端末に割付けされた BACnet オブジェクトの確認と編集 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］を表示し、［BACnet］ボタンをクリックします。 

Modbus 端末と BACnet オブジェクトが割付けられている場合、端末リストのうち、［BACnet］ボ

タンの色が＜灰色＞→＜青＞に変化します。 

 
 

3) 登録済であるオブジェクトタイプの［一覧表示］をクリックします。 
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4) ［追加］、［編集］、［削除］ボタンをクリックすることで、当該オブジェクトの追加、編集、削除を行え

ます。 
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(7) BACnet オブジェクトに割付けされた Modbus 端末の確認と編集 
本ユニットは、BACnet オブジェクト一覧からも、Modbus 端末への割付け確認や編集を行うことがで

きます。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
Web メニュー［BACnet オブジェクト一覧］を表示し、当該 BACnet のオブジェクトタイプと同列

にある［一覧表示］ボタンをクリックします。 

 

 
2) 当該オブジェクト ID と同列にある［Modbus］ボタンをクリックします。 
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3) Modbus 端末番号、Modbus アドレス、データ形式、データ変換の設定変更を行うことができます。変

更を反映するためには［更新］ボタンをクリックしてください。 
 

 
※AO、AV、BO、BV、MO、MV の場合、Modbus アドレスにノードへの定周期書き込み設定も表示さ

れます（Ver1.2.7 以降） 
 

4) 割付けをなくす場合は、Modbus 端末番号のデータ項目より「使用しない」を選択してください。変更

を反映するためには［更新］ボタンをクリックしてください 
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(8) 割付けされた Modbus 端末への定期収集 
登録した Modbus 端末に対し、BACnet ゲートウェイから値の定期収集設定を行うことができます。

Modbus 端末に対する値の定期収集設定は、以下の手順で行なって下さい。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］から［収集］ボタンをクリックします。 

 
3) Modbus 端末収集一覧が表示されます。［メモリ追加］をクリックします。 

 
項目 内容 

[編集] 当該の収集情報を編集する場合にクリックします。 
Type メモリタイプを表示します。 
先頭アドレス 収集するメモリの先頭アドレスを表示します。相対アドレスで表示します。 
カウント メモリの先頭アドレスからまとめて収集する件数を表示します。 
収集周期(秒) 収集周期を秒単位で表示します。0 は収集しないことを表します。 
タイムスタン

プ 
収集した最終時刻を表示します。 

[データ参照] 当該の収集データを参照する場合にクリックします。 
[削除] 当該の収集情報を削除する場合にクリックします。 
[メモリ追加] 収集情報を追加する場合にクリックします。 
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4) 表示される画面で各項目を設定して［更新］をクリックします。 

 

項目 内容 
Type メモリタイプを設定します。 
先頭アドレス 収集するメモリの先頭アドレスを設定します。相対アドレス 1~9999 で設定します。 

カウント 

メモリの先頭アドレスからまとめて収集する件数を設定します。 
※範囲はメモリタイプごとに異なります 

Type 件数 
DiscreteInput １~2000 
Coil １~2000 
InputRegister １~125 
HoldingRegister １~125 

 

収集周期(秒) 収集周期を秒単位で設定します。0 を指定した場合は収集しません。 1~3600 
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(9) Modbus 端末定期収集データ参照 
定期収集した Modbus 端末のデータ参照は、以下の手順で行なって下さい。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web メニュー［Modbus 情報一覧］から［収集］ボタンをクリックします。 

 
3) Modbus 端末収集一覧が表示されます。［データ参照］をクリックします。 

 
項目 内容 

[編集] 当該の収集情報を編集する場合にクリックします。 
Type メモリタイプを表示します。 
先頭アドレス 収集するメモリの先頭アドレスを表示します。相対アドレスで表示します。 
カウント メモリの先頭アドレスからまとめて収集する件数を表示します。 
収集周期(秒) 収集周期を秒単位で表示します。0 は収集しないことを表します。 
タイムスタン

プ 
収集した最終時刻を表示します。 

[データ参照] 当該の収集データを参照する場合にクリックします。 
[削除] 当該の収集情報を削除する場合にクリックします。 
[メモリ追加] 収集情報を追加する場合にクリックします。 
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4) Modbus 収集データを表示します。 

 
項目 内容 

[表示更新] 収集したメモリ情報を再表示する場合にクリックします。 
タイムスタン

プ 
収集した最終時刻を表示します。 

 
 
(10) Modbus 端末通信状態 
「4.5 ネットワーク情報の設定」の「Modbus 端末通信エラー通知用 BI を使用する」を true に指定した

場合、Modbus 端末の通信状態を Web メニュー［Modbus 情報一覧］より確認することができます。詳細は、

「2.10Modbus 端末通信エラー確認機能」を参照してください。ここでは、収集の通信状態の結果を表示し

ます。Modbus 端末通信エラー通知用 BI の PV 値と同じ状態を表します。 
 

 
通信状態 内容 

通信エラー ・対象 Modbus 端末の収集全てでエラーが発生している状態 
正常 ・対象 Modbus 端末の収集が 1 つでも正常な状態 

空白 
・対象 Modbus 端末の収集情報が登録してない状態 
・本ユニット起動後、対象 Modbus 端末の収集周期に到達していない状態 
・｢Modbus 端末通信エラー通知用 BI を使用する｣が無効 
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5.6 各オブジェクトの設定・追加・削除 
(1) オブジェクトプロパティの設定 
Acnet ゲートウェイの各オブジェクトプロパティは、他デバイスからの書込み（WriteProperty / 
WritePropertyMultiple サービス）によって変更することができます(*1)。この場合、BACnet ゲートウ

ェイは自動で処理を行うので、設定を有効にさせるための手動操作は不要です。 
 
（*1）ANSI/ASHRAE Standard 135-20XX の規定に則り、一部プロパティには書込みが行えない場合

があります。 
 
BACnet ゲートウェイの本体で、オブジェクトプロパティの値を変更する場合は、以下の手順で行なっ

てください。 
 
＜手順＞ 

1) Web 画面［BACnet オブジェクト一覧］をクリックして BACnet オブジェクト一覧を表示させます。 
2) 変更するプロパティが含まれるオブジェクトタイプの左側にある［一覧表示］をクリックして、オブジェ

クトタイプの詳細を表示させます。 

 
 

3) 変更するプロパティが含まれるオブジェクトの左側にある［プロパティ情報］をクリックします。 
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4) 変更するプロパティの右側にある［編集］ボタンをクリックします。 

 
5) プロパティの値を設定する画面が表示されます。プルダウンメニュー(*1) から値を選択し、［更新］をク

リックします。 

(*1) プロパティの種類によって表示が異なります。 
（画面は Analog Input オブジェクトの OutOfService プロパティの例です。） 
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6) プロパティへのアクセス（読込・書込）に制限を加える場合は、Access 領域の［変更］をクリックし

ます。 

 

7) 制限する内容に合わせて、チェックボックスをチェック(*1)して［更新］をクリックします。  

  
(*1) 「使用しない」にチェックをすると、このプロパティは 

他デバイスから存在しないものとして扱われます。 
 

8) 上記手順を繰り返して、対象のプロパティを設定してください。 
 

【注意】 
・Object_Name プロパティや Description プロパティなどの CharacterString（文字列）型のプロ

パティにおいて、「～（全角チルダ）」および「－（全角ハイフン）」などの一部の記号を入力した場

合、文字化けが起こる可能性がありますのでご注意ください。 
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(2) オブジェクトの追加 
Web 画面から、新規オブジェクトを生成して追加することができます。新しくオブジェクトを生成する

場合は、以下の手順で行なってください。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web 画面［BACnet オブジェクト一覧］をクリックして BACnet オブジェクト一覧を表示させます。 
3) 追加するオブジェクトタイプの左側にある［追加］をクリックします。 

 
4) 生成するオブジェクトの先頭のインスタンス番号※と、作成個数を入力して［追加］をクリックします。 

※複数のオブジェクトを生成する場合、インスタンス番号は入力した値を先頭に、以降連番で振り分け

られます。 
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5) 「オブジェクトを登録しました。」と表示されたら生成完了です。 
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(3) オブジェクトの削除 
Web 画面から、既存オブジェクトを削除することができます。ただし、Modbus 端末に割付けされてい

るオブジェクトの削除はできません。Modbus 端末との割付け削除は、5.5.6 4)、5.5.7 4)を参照してく

ださい。 
オブジェクトを削除する場合は、以下の手順で行なってください。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) Web 画面［BACnet オブジェクト一覧］をクリックして BACnet オブジェクト一覧を表示させます。 
3) 追加するオブジェクトタイプの左側にある［一覧表示］をクリックします。 

 
4) 削除するオブジェクトの右側にある［削除］をクリックします。 
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5) ［OK］をクリックします。 

 
6) 「削除しました」と表示されたら削除完了です。 
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5.7 COV 通知送信の設定 
(1) 値変化時の自発的な COV 送信 
BACnet ゲートウェイは、以下のプロパティを設定することで自発的な COV （Change Of Value）通

知を送信 / 送信停止することができます。 
 ・COV_Increment （Analog Input / Output / Value オブジェクトタイプのみ） 
  →COV 通知を発生させるために必要な Present_Value プロパティの変化量を設定してください。 
 ・UnsolicitedCOV 
  →UnsolicitedCOV プロパティの値の内容は以下の通りです。 

値 内容 

送信無し 送信しない。 
変化時のみ 変化時のみ送信する。 
変化時および周期送信 変化時と COV_Send_Interval で指定した周期毎に送信する。 
変化時および周期送信 
(In_Alarm 中のみ) 

変化時と COV_Send_Interval で指定した周期毎に、In_Alarm 中に限り送信

する。 
 
(2) 予め登録された COV の送信 
BACnet ゲートウェイは、他デバイスから COV 登録（SubscribeCOV サービス）を受けた場合、自動

的に条件に合った COV 通知を送信します。 
この登録済み COV 通知の送信は自動で行われますので、設定の必要はありません。 
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(3) 参入離脱時の COV 送信 
BACnet ゲートウェイは「IEIEJ-G-0006:2006 アデンダム a」、「ANSI/ASHRAE Standard 135-2004」、
または「ANSI/ASHRAE Standard 135-2010」で動作する場合、参入離脱時に COV 通知を生成します。 
BACnet ゲートウェイに COV 通知を送信させるには、以下の手順で宛先を指定する必要があります。 
 
＜手順＞ 

1) Web 画面［BACnet オブジェクト］＞Device オブジェクトタイプ左にある［一覧表示］をクリックしま

す。 

 

 
2) ObjectID 左側の［プロパティ情報］をクリックします。 
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3) 一覧をスクロールダウンして、Restart_Notification_Recipients プロパティ欄の［追加］をクリックし

ます。 

 
4) 表示される画面で、COV を送信する宛先を入力して［更新］をクリックします。 

 
5) 上記手順を繰り返して、宛先を設定してください。 
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【メモ】 
Restart_Notification_Recipients プロパティは、下記 2 つの方法で設定可能です。 
 

(1) Device ID で設定する。 
 送信先のデバイス ID を指定します。 
 プルダウンメニューから「Device」を選択して、右側入力ボックスに ID（デバイス番号）を入力して

ください。 
 

(2) BACnet Address で設定する。 
 送信先の BACnet Address を指定します。 
 プルダウンメニューから「BACnet Address」を選択して、下記を参考に送信先デバイスの IP アドレ

スとポート番号を入力します。 

 
No. 項目 詳細 

7  OctetCount 値のオクテット数を入力します。 
Ipv4 で動作させる場合は、「6」を入力します。 

② OctetData ユニキャストまたはブロードキャストの IP アドレスを入力します 

③ OctetData BACnet のポート番号を入力します。10 進数で 「186」、「192」を入力
します。（16 進で BA C0 です。） 

 
【ポイント】各入力欄では、アドレスの末尾に“h”を付けることで、16 進数を扱うことが 

できます。 
（例） 

10 進数 192 168 0 100 186 192 
16 進数 C0h A8h 0h 64h Bah C0h 

  

① 

② 

③ 
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5.8 Event 通知送信の設定 
各オブジェクトで関連するプロパティを設定することで、BACnet 規格に則った Event 通知を発行さ

せます。 
 
(1) Analog Input / Output / Value オブジェクトの Event 通知 
 
Analog Input / Output / Value オブジェクトから Event を発行させる場合は、下記のプロパティを設

定します。 
プロパティ 内容 備考 

High_Limit 
このオブジェクトの Present_Value 
がこのプロパティの値を超えたとき
に、「High_Limit イベント状態」にな
ります。 

 

Low_Limit 
このオブジェクトの Present_Value 
がこのプロパティの値を下回ったと
きに、「Low_Limit イベント状態」に
なります。 

 

Deadband 
イ ベ ン ト 状 態 と な っ て か ら 、
High_Limit 以下および Low_Limit
以上に設ける不感帯の範囲を指定し
ます。 

 

Time_Delay 
値の変化から、「イベント状態である」
と認識するまでの猶予を秒数で指定
します。 

値の変化時に即時通知する場合は
「0」を指定します。 

Limit_Enable 上下限イベント状態の検出をするか
否かを指定します。 

Event 通知を発行する場合は、通
知するイベントに対応するビット
を「T」に設定します。 

Event_Enable 
イベント状態を検出したときに、
Event 通知を発行するか否かを指定
します。 

Event 通知を発行する場合は、通
知するイベントに対応するビット
を「T」に設定します。 

Notification_Class 
当該オブジェクトからの Event の通
知先を管理している  Notification 
Class を指定します。 

Notification Class オブジェクト
の 設 定 に 関 す る 詳 細 は 、
「(4)Notification Class オブジェ
クトの設定」を参照してください。 

Intrinsic_Event_Disable 
Event 状態の検出を有効/無効に設
定します。無効に設定した場合、
Event 通知は発行されません。 

Event 通知を発行する場合は、こ
の値を「False」に設定します。 

※プロパティの内容、その他関連プロパティに関する詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135-20XX を参
照してください。 
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(2) Binary Input / Output / Value オブジェクトの Event 通知 
 
Binary Input / Output / Value オブジェクトから Event を発行させる場合は、下記のプロパティを設

定します。 
 

プロパティ 内容 備考 

Alarm_Value 
このオブジェクトの Present_Value 
がこのプロパティの値となったとき
に、「OFFNORMAL イベント状態」
になります。 

 

Time_Delay 
値の変化から、「イベント状態である」
と認識するまでの猶予を秒数で指定
します。 

値の変化時に即時通知する場合は
「0」を指定します。 

Event_Enable 
イベント状態を検出したときに、
Event 通知を発行するか否かを指定
します。 

Event 通知を発行する場合は、通
知するイベントに対応するビット
を「T」に設定します。 

Notification_Class 
当該オブジェクトからの Event の通
知先を管理している  Notification 
Class を指定します。 

Notification Class オブジェクト
の 設 定 に 関 す る 詳 細 は 、
「(4)Notification Class オブジェ
クトの設定」を参照してください。 

Intrinsic_Event_Disable 
Event 状態の検出を有効/無効に設
定します。無効に設定した場合、
Event 通知は発行されません。 

Event 通知を発行する場合は、こ
の値を「False」に設定します。 

※プロパティの内容、その他関連プロパティに関する詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135-20XX を参
照してください。 
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(3) Multi State Input / Output / Value オブジェクトの Event 通知 
Multi State Input / Output / Value オブジェクトから Event を発行させる場合は、下記のプロパティ

を設定します。 
プロパティ 内容 備考 

Alarm_Values 
このオブジェクトの Present_Value が
このプロパティの値のいずれかと同値と
なったときに、「OFFNORMAL イベント
状態」になります。 

 

Fault_Values 
このオブジェクトの Present_Value が
このプロパティの値のいずれかと同値と
なったときに、「FAULT イベント状態」
になります。 

 

Time_Delay 
値の変化から、「イベント状態である」と
認識するまでの猶予を秒数で指定しま
す。 

値の変化時に即時通知する場
合は「0」を指定します。 

Event_Enable イベント状態を検出したときに、Event 
通知を発行するか否かを指定します。 

Event 通知を発行する場合
は、通知するイベントに対応す
るビットを「T」に設定します。 

Notification_Class 
当該オブジェクトからの Event の通知先
を管理している Notification Class を指
定します。 

Notification Class オブジェ
クトの設定に関する詳細は、
「 (4)Notification Class オブ
ジェクトの設定」を参照してく
ださい。 

Intrinsic_Event_Disable 
Event 状態の検出を有効/無効に設定し
ます。無効に設定した場合、Event 通知は
発行されません。 

Event 通知を発行する場合
は、この値を「False」に設定
します。 

※プロパティの内容、その他関連プロパティに関する詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135-20XX を参
照してください。 
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(4) Notification Class オブジェクトの設定 
Notification Class オブジェクトは、各オブジェクトで設定された条件を満たしたときに送信する 
Event の「宛先」と、宛先が有効である「日時」などを管理します。 
Notification Class オブジェクトの Recipient_List プロパティは、下記の手順で設定してください。 
 
＜手順＞ 

1) Web 画面［BACnet オブジェクト一覧］より Notification Class の［一覧表示］をクリックします。 

 
 

2) 参照している Notification Class オブジェクトの横にある［プロパティ情報］をクリックします。 
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3) RecipientList プロパティ欄の［追加］をクリックします。 

 
4) 下図画面が表示されるので、下記表に従って値を入力して［更新］をクリックします。 

 
 

設定項目 内容 

Recipient 

送信先を DeviceID または BACnetAddress で指定します。 
DeviceID の場合は、右端のテキストボックスに送信先 Device のインスタンス番号を入

力します。 
BACnetAddress（※）の場合は、NetworkNo と MacAddress を指定します。 

ValidDays Event 送信を有効にする曜日に✔を入れます。 
FromTime Event 送信を有効とする開始時刻を指定します。 
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ToTime Event 送信を有効とする終了時刻を指定します。 
ProcessID Event に含める ProcessID を指定します。 

IssueConfirmed 
Event 送信先の応答が必要かどうかを選択して✔を入れます。 
False：送信先の応答を要求しない UnconfirmedEventNotification を送信します。 
True：送信先の応答を要求する ConfirmedEventNotification を送信します。 

Transitions 送信する Event の種類に✔を入れます。 
 
※BACnet Address は、下記のように設定します。 
 送信先の BACnet Address を指定します。 
 プルダウンメニューから「BACnet Address」を選択して、下記を参考に送信先デバイスの IP アドレ

スとポート番号を入力します。 

 

No. 項目 詳細 

7  OctetCount 値のオクテット数を入力します。 
Ipv4 で動作させる場合は、「6」を入力します。 

② OctetData ユニキャストまたはブロードキャストの IP アドレスを入力します 

③ OctetData BACnet のポート番号を入力します。10 進数で 「186」、「192」を入力
します。（16 進で BA C0 です。） 

 ※「BACnet Address」をクリックした場合、デフォルト値としてローカルブロードキャストアドレス

が入力されます。 
 
【ポイント】各入力欄では、アドレスの末尾に“h”を付けることで、16 進数を扱うことが 

できます。 
（例） 

10 進数 192 168 0 100 186 192 
16 進数 C0h A8h 0h 64h Bah C0h 

 
 

5) 上記手順を繰り返して、宛先を設定します。  

③※ 

① 

②※ 
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5.9 ロギング（Trend Log オブジェクト）の設定 
BACnet ゲートウェイは、Trend Log オブジェクトで関連するプロパティを設定することで、BACnet 
規格に則ってデータのロギングを行います。 
 
(1) ロギングの開始 
データのロギングを開始するには、下記のプロパティを設定する必要があります。 

プロパティ 内容 備考 

Buffer_Size この Trend Log オブジェクトで収集する
ログレコードの数を指定します。 

1 分周期で 2 日分のログレコ
ードを収集する場合は、「2880」
を指定します。 

Log_Device_Object_ 
Property 

ロギングの対象となるオブジェクトとそ
のプロパティを指定します。  

Enable この値が「TRUE」であれば、ロギングを
行います。  

Log_Interval 定期的なロギングを行う周期を 10 ミリ
秒単位で指定します。 

1 分周期でロギングを行う場
合は、「6000」を指定します。 

Start_Time ロギングを開始する時刻を設定します。 
時刻を指定しない場合、Enable 
プロパティが  TRUE になっ
たタイミングで即時ロギング
を開始します。 

Stop_Time ロギングを停止する時刻を設定します。 

時刻を設定しない場合、Enable 
プロパティが FALSE になっ
た タ イ ミ ン グ か 、 ま た は 
Stop_When_Full が  TRUE 
である場合は  Log_Buffer が
一杯になったタイミングでロ
ギングを停止します。 

Stop_When_Full 

Buffer_Size で指定された数のログレコ
ードが Log_Buffer に収集されたときに、
ロギングを停止する（TRUE）か、古いレ
コードに上書きすることでロギングを継
続する（FALSE）かを指定します。 

 

Logging_Type データをロギングする契機を選択します。 
周期的にログレコードを収集
する場合は、「Polled」を指定し
ます。 

※プロパティの内容、その他関連プロパティに関する詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135-20XX を参
照してください。 
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(2) ロギングの停止 
現在データを収集している Trend Log オブジェクトのロギングを停止させるには、以下の 2 つの方法

のいずれかを行います。 
 
(1) 他のデバイスから BACnet ゲートウェイのロギングを停止させる 
 ・他デバイスから、対象 Trend Log オブジェクトの Enable プロパティに「FALSE」 
  を指定した WriteProperty / WritePropertyMultiple サービスを送信します。 
  →BACnet ゲートウェイは受信したサービスリクエストを自動的に処理するので、ここでの手動操

作は不要です。 
 

(2) BACnet ゲートウェイ本体からロギングを停止させる。 
 
＜手順＞ 

1) Web 画面［BACnet オブジェクト一覧］＞Trend Log の［一覧表示］をクリックします。 
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2) 設定する Trend Log オブジェクトの横にある［プロパティ情報］をクリックします。 

 
3) （Log）Enable※ プロパティ欄の［編集］をクリックします。 

 
※準拠するプロトコルによってプロパティ名が変わります。 

プロトコル プロパティ名 
ANSI/ASHRAE Standard 135-2004 
IEIE-P-0003:2000 アデンダム a 
IEIEJ-G-0006:2006 アデンダム a 
ANSI/ASHRAE Standard 135-2012 
IEIEJ-G-0006:20017 

LogEnable 

ANSI/ASHRAE Standard 135-2010 Enable 
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4) 下図の画面が表示されたら、プルダウンメニューから「FALSE」を選択して［更新］をクリックします。 

 
5) （Log）Enable プロパティの値が「FALSE」になり、ロギングが停止します。 
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(3) ロギングしたデータの読出し 
収集したログデータの内容を確認するためには、以下 2 つの方法があります。 
 
(1) 他のデバイスから BACnet ゲートウェイのログデータを読み出す 
 ・他デバイスから、対象 Trend Log オブジェクトの Log_Buffer プロパティを指定した  

ReadRange サービスを送信します。 
  →BACnet ゲートウェイは受信したサービスリクエストを自動的に処理するので、ここでの手動操

作は不要です。 
 
(2) BACnet ゲートウェイ本体でログデータを確認する。 

 
＜手順＞ 

1) Web 画面［BACnet オブジェクト］＞Trend Log の［一覧表示］をクリックします。 
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2) 設定する Trend Log オブジェクトの横にある［プロパティ情報］をクリックします。 

 
3) Log_Buffer プロパティ欄の［表示］をクリックします。 

※データ量によって、内容の表示には数秒～数分かかる場合があります。 

 
4) ログデータの内容が表示されます。 

  ※画面には、Buffer_Size プロパティで指定した分のログ情報を格納できる表が 
表示されます。未収集ログは「－」（ハイフン）で表示されます。 
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5.10 スケジュール（Schedule オブジェクト）の設定 
BACnet ゲートウェイは、Schedule オブジェクトで関連するプロパティを設定することで、BACnet 規
格に則ってスケジュール動作を行います。 
 
(1) Schedule オブジェクトのプロパティ設定 
スケジュール制御を行うには、下記のプロパティを設定する必要があります。 

プロパティ名 内容 

List_Of_Object_ 
Property_References 

この Schedule オブジェクトが制御する対象のオブジェクトとそのプロ
パティを指定します。 
詳細は「(2)スケジュール制御対象プロパティの設定」を参照してください。 

Weekly_Schedule 週間スケジュールの内容を指定します。詳細は「(3)Weekly_Schedule （週
間スケジュール）の設定」を参照してください。 

Exception_Schedule 特異日スケジュールの内容を指定します。詳細は「(4)Exception_Schedule
（特異日スケジュール）の設定」を参照してください。 

Schedule_Default スケジュールの日付が変わった際（0:00）に出力されるデフォルト値を設
定します。 

Schedule_Expand 
準拠するプロトコルが IEIE-P-0003:2000 アデンダム a の場合、 
「TRUE」に設定することで、電気設備学会仕様に則ったスケジュール動
作を実行します。 

Schedule_Default_Disable
（弊社拡張プロパティ） 

日付が変わった際の、Schedule_Default 値の出力を有効/無効に設定しま
す。 

※プロパティの内容、その他関連プロパティに関する詳細は、ANSI/ASHRAE Standard 135-20XX を参
照してください。 
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(2) スケジュール制御対象プロパティの設定 
Schedule オブジェクトで List_Of_Object_Property_References （スケジュール制御対象プロパティ）

を設定するには、以下の 2 つの方法のいずれかを行います。 
 
(1) 他のデバイスから List_Of_Object_Property_References （スケジュール制御対象プロパティ）を設

定する 
   他デバイスから、対象 Schedule オブジェクトの  

List_Of_Object_Property_References プロパティに制御対象を指定した 
WriteProperty/WritePropertyMultiple サービスを送信します。 

 
  →BACnet ゲートウェイは受信したサービスリクエストを自動的に処理するので、ここでの手動操

作は不要です。 
 
(2) BACnet ゲートウェイ本体から List_Of_Object_Property_References を設定する。 
 
＜手順＞ 

1) Web 画面［BACnet オブジェクト一覧］＞ Schedule の［一覧表示］をクリックします。 

 
 

2) 設定する Schedule オブジェクトの横にある［プロパティ情報］をクリックします。 
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3) ListOfObjectPropertyReferences プロパティ横にある［追加］をクリックします。 

 
4) 下記表を参考に、参照先となるオブジェクトプロパティの情報を入力します。 

 
項目 内容 備考 

Device 
対象のオブジェクトが、BACnet ゲート
ウェイ以外である場合はチェックボック
スに✔を入れ、入力ボックスに対象デバ
イスのインスタンス番号を入力します。 

BACnet ゲートウェイのオブジェクト
を制御する場合、Device の指定は不要で
す。 

ObjectID 対象のオブジェクトのタイプと、インス
タンス番号を指定します。  

PropertyID 対象のプロパティを指定します。 Present_Value など 

ArrayIndex 
対象のプロパティがアレイ型である場合
は、制御するプロパティの ArrayIndex 
を指定します。 

 

 
5) 内容を入力したら、［更新］をクリックします。 

 
【注意】 
複数のプロパティを設定することができますが、設定するオブジェクトプロパティのデータ型がすべて

一致している必要があります。（設定できない例：Binary Output オブジェクトの PresentValue
（BinaryPV/Enumerated 型）と Analog Output オブジェクトの Present_Value（Real 型）など）  



BACnet ゲートウェイの基本操作 
 

92 
HM000004-R 

 
(3) Weekly_Schedule （週間スケジュール）の設定 
Schedule オブジェクトで Weekly_Schedule （週間スケジュール）を設定するには、以下の 2 つの方

法のいずれかを行います。 
 
(7) 他のデバイスから BACnet ゲートウェイの Weekly_Schedule （週間スケジュール）を設定する 
 ・他デバイスから、対象 Schedule オブジェクトの Weekly_Schedule プロパティに 
  スケジュール内容を指定した WriteProperty/WritePropertyMultiple サービスを 

送信します。 
 
  →BACnet ゲートウェイは受信したサービスリクエストを自動的に処理するので、ここでの手動操

作は不要です。 
 
(7) BACnet ゲートウェイ本体から Weekly_Schedule を設定する。 
 
＜手順＞ 

1) ［BACnet オブジェクト一覧］＞ Schedule の［一覧表示］をクリックします。 
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2) 設定する Schedule オブジェクトの横にある［プロパティ情報］をクリックします。 

 
3) Weekly_Schedule の［ 1 ］~［ 7 ］ は、それぞれ［月］～［日］に対応しています。 

設定する曜日の［編集］ボタンをクリックします。 

 
4) 内容を指定して［追加］をクリックしてから［更新］をクリックします。 

 

No. 項目 詳細 
① Time スケジュール動作を行う時刻を入力します。 

② Data 型 
スケジュール制御対象オブジェクトのプロパティのデータ型を指定し

ます。（例：AO オブジェクトの Present_Value をスケジュール制御す

る場合は「Real」型を指定。） 
③ Value スケジュール制御の対象プロパティに書きこむ値を指定します。 

 

① ② ③ 
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5) 上記手順を繰り返して、スケジュール制御内容を設定します。 
(4) Exception_Schedule（特異日スケジュール）の設定 
Schedule オブジェクトで Exception_Schedule （特異日スケジュール）を設定するには、以下の 2 つ
の方法のいずれかを行います。 
 
(1) 他のデバイスから BACnet ゲートウェイの Exception_Schedule （特異日スケジュール）を設定す

る 
 ・他デバイスから、対象 Schedule オブジェクトの Exception_Schedule プロパティに 
  スケジュール内容を指定した WriteProperty/WritePropertyMultiple サービスを 

送信します。 
 
  →BACnet ゲートウェイは受信したサービスリクエストを自動的に処理するので、ここでの手動操

作は不要です。 
 
(2) BACnet ゲートウェイ本体から Exception_Schedule を設定する。 
 
＜手順＞ 

1) ［BACnet オブジェクト一覧］＞ Schedule の［一覧表示］をクリックします。 
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2) 設定する Schedule オブジェクトの横にある［プロパティ情報］をクリックします。 

 
3) Exception_Schedule プロパティ欄の［変更］をクリックします。 

 

4) 有効にするスケジュールの日数分の数字を入力して、［更新］をクリックします。 

 

5) Exception_Schedule の［ 1 ］~［ N ］ は、それぞれ［当日］～［ N （-1）日後］ に対応してい

ます。 
設定する日付の［編集］ボタンをクリックします。 
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6) 内容を指定して［更新］をクリックします。 

 
No. 項目 詳細 

① Period 
スケジュールを実行する日付を Calendar オブジェクトから参照する
場合は、参照する Calendar オブジェクトのインスタンス番号を指定し
ます。 

② Time スケジュール動作を行う時刻を入力します。 

③ Data 型 
スケジュール制御対象オブジェクトのプロパティのデータ型を指定し

ます。（例：AO オブジェクトの Present_Value をスケジュール制御す

る場合は「Real」型を指定。） 
④ Value スケジュール制御の対象プロパティに書きこむ値を指定します。 

⑤ EventPriority 同一の日付にスケジュールが重複した場合のスケジュール実行優先順
位を 1～16 の範囲で設定します 

 
  

① 

② ③ ④ 

⑤ 
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5.11 カレンダー（Calendar オブジェクト）の設定 
 
BACnet ゲートウェイでは、Schedule オブジェクトに、スケジュール動作を行う日付を予め登録させ

ておくことができます。Schedule オブジェクトの参照先として、Calendar オブジェクトを使用する

場合は、以下の手順で日付の登録を行ってください。 
 
＜手順＞ 

1) ［BACnet オブジェクト一覧］＞ Calendar の［一覧表示］をクリックします。 

 

 
2) 設定する Calendar オブジェクトの横にある［プロパティ情報］をクリックします。 
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3) DateList プロパティ欄の［追加］をクリックします。 

 
4) 指定する日付を入力して、［更新］をクリックします。 

 
データ指定方法 内容 

Date 単一の日付を YYYY/MM/DD/DD で指定します。 

DateRange 
YYYY/MM/DD/DD で指定した日付から、YYYY/MM/DD/DD で
指定した日付までの「範囲」を指定します。 

WeekNDay 月/ 各月 1 日から数えて何週目か / 曜日 で指定します。  
 

5) 以降は、DateList で指定した日付と、「現在の日付」が一致するたびに、この Schedule オブジェクト

の Present_Value が TRUE になります。 
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6 BACnet ゲートウェイの操作（上級編） 
6.1 BACnet 通信ログの確認 
BACnet ゲートウェイは、送受信した BACnet データの内容を記憶しています。（※1）送受信した

BACnet データの内容は、以下の手順で確認することができます。 
 
＜手順＞ 

1) ［BACnet 通信ログ］または［ログ情報］＞［BACnet 通信］をクリックします。 

 
 

2) BACnet ゲートウェイが保存している BACnet 通信データの一覧が表示されます。 

 
（※1 ログデータの最大数は、［共通設定］＞［BACnet 詳細情報］＞「MaxComLogCount」 から変更

可能です。）  
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6.2 Modbus 通信ログの確認 
BACnet ゲートウェイは、送受信した Modbus データの内容を記憶しています。送受信した Modbus デ

ータの内容は、以下の手順で確認することができます。 
 
＜手順＞ 

1) ［Modbus 通信ログ］または［ログ情報］＞［Modbus 通信］をクリックします。 

 
 

2) BACnet ゲートウェイが保存している Modbus 通信データの一覧が表示されます。 
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6.3 プログラムログの確認 
BACnet ゲートウェイは、エラー状況を記憶しています。エラー状況は以下の手順で確認することがで

きます。 
 
＜手順＞ 

1) ［プログラムログ］または［ログ情報］＞［プログラム］をクリックします。 

 
 

2) BACnet ゲートウェイが保存しているエラー状況のログが表示されます。 

 
内容 意味 

MODBUS_ReadReq_RetryOver ～ 
収集処理に対して、指定したリトライ回数、タイ

ムアウト時間内に応答を得られなかったことを

表します。（タイムアウト発生） 

MODBUS_ReadReq_Rec_Unexpected_Packet ～ 
収集要求した内容とは異なるパケットを受信し

たことを表します。（タイムアウト後に遅れて応

答パケットを受信した場合も含みます。） 
※上記以外にもエラーメッセージが表示されます。不明なメッセージがありましたら、お問い合わせく

ださい。  
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6.4 バックアップとリストア 
万が一に備え、BACnet ゲートウェイで設定したオブジェクトやプロパティの情報、および Modbus デ
バイスの情報をバックアップしておくことができます。また、なんらかの理由によって設定した内容が

消失してしまった場合に、バックアップした内容で BACnet ゲートウェイの情報をリストアすることが

できます。 
 
(1) バックアップ 
各種設定用 CSV ファイルや、BACnet ゲートウェイで設定した全内容を dat ファイルとして保存しま

す。バックアップは、下記の手順で行なってください。 
 
＜手順＞ 

1) ［メンテナンス］＞［バックアップ/リストア］をクリックします。 
2) リンク：「右クリックで保存できます(※1)」を右クリックして表示されるメニューから、ファイルを保存

します。 

 

（※1 左クリックでも保存が可能です。） 
 

【注意】 
Trend Log に蓄積されたログデータはバックアップファイルに保存されません。 
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(2) リストア 
CSV ファイルからの登録設定や、保存した dat ファイルから、BACnet ゲートウェイの状態を復元（リ

ストア）します。リストアは、下記の手順で行なってください。 
 
＜準備＞各種設定用の CSV ファイル、もしくは復元する情報を含んだ dat ファイルを、BACnet ゲー

トウェイを接続したパソコンの任意のフォルダーに保存します。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) ［メンテナンス］＞［バックアップ・リストア］をクリックします。 
3) ［参照］をクリックして、＜準備＞で用意した CSV ファイル、 dat ファイルを参照し、同じ行にある

［追加アップロード］、［上書アップロード］、［リストア］をクリックします。 

 

4) 一括設定ファイルのリストアを行った場合は、完了後、必ず BACnet ゲートウェイ本体を再起動してく

ださい。 
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各ファイルの内容と各ボタンの意味は、以下の通りです。 

項目 内容 

［追加アップロード］ボタン 
［参照…］で指定した CSV ファイルを読込み、現在の設

定情報を残したまま設定情報を追加する。 

［上書アップロード］ボタン 
［参照…］で指定した CSV ファイルを読込み、現在の設

定情報を全て削除した後、設定情報で上書きする。 
Modbus 端末定義ファイル 通信を行う Modbus 端末の定義ファイル。 
Modbus 端末収集設定ファイル Modbus 端末の定期収集を定義するファイル。 
BACnetオブジェクト定義ファイル 
ModbusBACnetGateway用CSVファイル 

BACnet オブジェクトと Modbus メモリの割付けを定

義するファイル。 
BACnet オブジェクト定義ファイル 
電気設備学会規定の CSV ファイル 

電気設備学会で規定されているオブジェクトリスト授受

用のファイル。 

一括設定用ファイル 
ユニット全体の設定情報および BACnet プロパティ値を

定義したファイル。 
※各ファイルの詳細については、「8 CSV ファイルフォーマット」を参照して下さい。  
 
【注意】 
リストア前後で BACnet ゲートウェイの IP アドレスが異なる場合、リストア後に Web サイトに接

続できなくなる場合があります。再起動後にリストアした IP アドレスが有効となりますので、リスト

ア後再起動前に、必ず IP アドレスを確認してください。 
 
【注意】 
Modbus 端末情報がないまま、BACnet オブジェクトを先にアップロードすると、割付け情報が反映

されません。Modbus 情報を BACnet オブジェクトの割付け情報を有効にしてリストアを行うには、

Modbus 端末情報を先にアップロードしてください。 
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【注意】 
Modbus 端末通信エラー確認機能により ModbusBACnetGateway用CSV ファイルを使用した 
BI-1000001 から BI-1000247 の登録は、追加アップロードの場合はエラーとなり該当する行のオブジ

ェクトは登録・更新されず、上書きアップロードの場合は”Modbus 端末通信エラー通知用 BI を使用

する”の設定と登録中の Modbus 端末と CSV ファイルの内容によって以下の表の動作となります。 
(例: ”Modbus 端末通信エラー通知用 BI を使用する”が有効で、Modbus 端末番号 1 が登録されている

状態で、BI-1000001 用の記載がある CSV ファイルで上書きアップロードした場合は一番上に、BI-
1000001 用の記載がない CSV ファイルで上書きアップロードした場合は三番目になります。) 
”Modbus端末通信 
エラー通知用BIを 
使用する” 

Modbus 端末 
登録状態 

CSVファイルに 
Modbus 通信確認用

BIについての記載 

結果 
(Modbus 通信確認用 BI オブジェクトの

プロパティ) 
有効 登録済み 有り(すべての項目

が正常) 
CSV の値で更新※ 

有効 登録済み 有り(エラー値の 
項目を含む) 

CSV の項目含めデフォルトに戻る※ 

有効 登録済み 無し すべてのプロパティがデフォルトに戻る 
有効 未登録 有り(正常・エラー

問わず)、無し 
オブジェクトは新規登録されない 

無効 登録済み・未

登録 
有り(正常・エラー

問わず)、無し 
オブジェクトは新規登録されない 

※CSV ファイルに項目が無いプロパティについては、デフォルトに戻ります。 
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6.5 ユーザの設定 
BACnet ゲートウェイには、本体の情報やネットワーク情報などの閲覧・変更を含むすべての権限を持

った「管理者」またはオブジェクトプロパティの設定や閲覧などのみの権限を持つ「ユーザ」のいずれか

としてログインすることができます。 
 
【使用可能メニュー一覧】 

ツリー大項目 ツリー中項目 管理者 ユーザ 

BACnet オブジェクト一覧 
表示 ○ ○ 
各種変更、操作 ○ × 

Modbus 情報一覧 
表示 ○ ○ 
各種変更、操作 ○ ○ 

共通設定 
（表示、各種変更、操作） 

ネットワーク情報 ○ × 
BACnet 基本情報 ○ × 
BACnet 詳細情報 ○ × 
BACnetDefaultProperty ○ × 
ユーザ情報 ○ × 

ログ情報 
BACnet 通信ログ ○ ○ 
Modbus 通信ログ ○ ○ 
プログラムログ ○ ○ 

メンテナンス 
停止・再開 ○ × 
バックアップ・リストア ○ × 

 
(1) ユーザの追加 
権限の異なるユーザは、下記手順で追加してください。 
 
【注意】 
ユーザの変更は、「管理者」以上の権限でログイン時にのみ可能です。 
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＜手順＞ 

1) ［共通設定］＞［ユーザ情報］をクリックします。 
2) ［ユーザ追加］をクリックします。 

 

 
3) 新しく作成するユーザの「ユーザ名」、ログイン時に使用する「パスワード」を入力し、権限をプルダウ

ンメニューから選択して［追加］をクリックします。 
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(2) ユーザの削除 
ユーザは、下記手順で削除してください。 
 

【注意】 
ユーザの変更は、「管理者」以上の権限でログイン時にのみ可能です。 

 
＜手順＞ 

1) ［共通設定］＞［ユーザ情報］をクリックします。 
2) 削除するユーザの、権限欄内にある［ユーザ削除］をクリックします。 

 
 

3) ［OK］ をクリックします。 
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6.6 BACnet 詳細情報の設定 
BACnet ゲートウェイが接続するネットワークに関する詳細を設定することができます。 
ネットワーク情報の設定は、下記の手順で行なってください。 
 
＜手順＞ 

1) 「4.7(2)通信の停止」手順に従って、BACnet ゲートウェイの通信を停止させます。 
2) ［共通設定］＞［BACnet 詳細情報］をクリックします。 

 

3) [編集]をクリックします。 
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4) 必要な項目を編集して、［更新］をクリックします。変更を中止して、前の画面に戻るには［戻る］をク

リックします。 
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各項目の意味は、以下の通りです。 

項目 内容 
SendInterval BACnet ゲートウェイが連続してユニキャストのパケ

ットを送信する場合の送信間隔を 0-1000 (ミリ秒) で
指定します。 
 
※受信側の処理速度を考慮して設定するためのパラメ
ータですが、この値により、BACnet ゲートウェイ が
送信すべきパケットに遅延や滞留が発生しないよう、
注意して設定してください。 

SendBroadcastNotificationInterval BACnet ゲートウェイが連続してブロードキャストの
パケットを送信する場合の送信間隔を 0-1000 (ミリ
秒) で指定します。 
※受信側の処理速度を考慮して設定するためのパラメ
ータですが、この値により、BACnet ゲートウェイが
送信すべきパケットに遅延や滞留が発生しないよう、
注意して設定してください。 

MaxComLogCount ［ログ情報］＞［BACnet 通信］から確認可能なログの
最大数を 0-5000（件）の範囲で設定します。 

SendIAmIntervalSecond BACnet ゲートウェイは、I-Am サービスリクエスト
を定期的に送信することができます。定期送信を行う
場合の周期を、0-600（秒）の間で設定します。定期送
信を行なわない場合は「0」を設定します。 

CheckAliveInterval 生存（Operational 状態であるか）を確認するために、
他の機器からの I-Am サービスリクエストを監視す
る周期を「秒」単位で指定します。監視しない場合は
「0」を設定します。 

WhoisSendInterval BACnet ゲートウェイに、生存確認や新しい機器検出
のための定期的な Who-Is サービスリクエストを送信
させる場合の送信間隔を 0～600 秒単位で設定します。 

SystemStatusReadInterval 他の機器の System_Status を定期的に読み出す周期
を 0-600 （秒）の間で指定します。監視しない場合は
「0」を設定します。 

MaxOutStandingPDUCount 各デバイスに対し、「応答（Ack）」がないままに BACnet 
ゲートウェイが連続して送信できる確認付リクエスト
の最大数を設定します。 
※BACnet ゲートウェイが対象デバイスごとに「応答
待機」とできるパケットの数を指定します。 

ProposedWindowSize BACnet ゲートウェイがリクエストを受信し、応答す
るときにセグメント化が必要な場合、相手からの了承
（SegmentAck）を受信するまでに連続して送信できる
メッセージの最大数を 0-64 の間で指定します。セグ
メント送信を行なわない場合は「0」を設定します。 

TimeSetDisable TimeSynchronization リクエストを受信しても、時計
合わせを行わない場合は「1」に設定します。 

IamReturnOnlyOperational 他の機器からの Who-Is サービスリクエストに対して 
I-Am を送信する条件を設定します。BACnet ゲート
ウェイの  System_Status が  NonOperational 以外
でのみ I-Am を送信させる場合は「0」、BACnet ゲー
トウェイの System_Status が Operational である場
合にのみ I-Am を送信させる場合は「1」に設定しま
す。 

AutoAddressBindingSetDisable 他の機器から I-Am サービスを受信した際に、「通信
相手」として BACnet ゲートウェイに自動的に認識さ
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項目 内容 
せるか否かを設定します。I-Am サービス受信を以て
「通信相手」として認識させて、 Device オブジェクト
の DeviceAddressBinding プロパティに対象機器を
登録させる場合は「0」、自動認識させない場合は「1」
に設定します。 

WhoisInitiatorMode BACnet ゲートウェイに、生存確認や新しい機器検出
のための定期的な Who-Is サービスリクエストを送信
させる場合にこのパラメータを設定します。
WhoisSendInterval パラメータで指定された間隔で 
Who-Is サービスリクエストを送信する場合は「0」、定
期的な送信を行なわない場合は「1」に設定します。 

FixedResponsePort BACnet ゲートウェイがリクエストを受信したとき
に、応答するために使用するポートの決定方法を指定
します。 
リクエストの送信元 PortNo を宛先 PortNo に指定
する場合は「0」、BACnet ゲートウェイの受信 PortNo 
を宛先 PortNo に指定する場合は「1」に設定します。 

KeiryoEasyReset WriteProperty による AC と計量オブジェクトの
PresentValue への書き込みを OutOfService にかかわ
らず可能とする場合は「1」に設定します。 

GlobalBroadCast BroadCast に Global Broadcast を使用する場合は「1」
に設定します。 

EventSendDisableOutOfService OutOfService=True の時に、EventState を変化させ
ない場合は「1」にセットします。 

ScheduleStart 起動時やスケジュールの再セットを行った際の、スケ
ジュール動作を設定します。 
現時刻以前で最後のスケジュールを実行する場合は
「0」に設定します。現時刻以前で最後のスケジュール
を無視して、現時刻以降に設定されたスケジュールか
ら通常通りに実行する場合は「1」に設定します。 

DisableCOVDrivenByStatusFlags StatusFlags の変化で COV 送信を行なわない場合は
「1」に設定します。（Ver1.1.3 以降） 

TimeChangeDisable 時刻が変化してもトレンドログに TimeChange をセッ
トしない場合は「1」に設定します。（Ver1.1.3 以降） 

InitialDataOutputMode 
(Ver1.2.7 以降) 

本ユニット起動時に Modbus ノードに対して PV のバ
ックアップ値を出力するかどうかを設定します。※ 
0:出力しない 1:定期出力設定されているポイントの
み出力 2:全てのポイントを出力 

ChangeOfReliabilityAtFaultEventDisable 
(Ver1.4.0 以降) 

1 ならば、Fault が関わる Event を送信する際、送信す
るEventのタイプをCHANGE_OF_RELIABILITYと
しない。BACnet2012(以降)の場合のみ有効 

AutoRoutingTableAddEnable 
(Ver1.4.4 以降) 

BACnet ルータの自動認識する場合は「1」、しない場
合は「0」に設定します。SNET 情報を含むパケットを
受信した場合に、パケットの送信元を BACnet ルータ
として自動認識することができます。 

※対象となる BACnet オブジェクトタイプは AO、AV、BO、BV、MO、MV のみとなります。 
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7 トラブルシューティング 
本章においては、よくあるトラブルとその解決方法について解説します。トラブルが発生した際、サポー

トにご連絡をいただく前に、ここに挙げられた各項目をチェックして、問題解決を試みてください。 
 
●ネットワーク・接続関係 

トラブル状況 対処 
 
Web にアクセスできない 
（ログイン画面が表示されな
い） 

LAN ケーブルとお使いのパソコンが正しく接続されていますか？ 
→ LAN ケーブルや電源ケーブルを正しく接続してください。 

BACnet ゲートウェイに電源が供給されていますか？ 
→ 電源ケーブルを正しく接続してください。 
電源投入、リセット直後ではありませんか？ 
※BACnet ゲートウェイは、起動後およそ 30 秒後に Web アクセス
が可能になります。 
→BACnet ゲートウェイがアクセス可能になるまでお待ちくださ
い。 
お使いのパソコンで、IP アドレスを設定しましたか？ 
※接続には、BACnet ゲートウェイとお使いのパソコンが同一ネッ
トワーク上の IP アドレスを持っている必要があります。 
→ 本書「4.2 パソコンのネットワーク情報設定」を参考に、IP アド
レスを設定してください。 

BACnet ゲートウェイまたは お使いのパソコンが、接続中のその他
の機器と重複した IP アドレスに設定されていませんか？ 
※同一ネットワーク上に重複した IP アドレスがあると、ネットワー
クに接続できない場合があります。 
→ 本書「4.2 パソコンのネットワーク情報設定」を参考に、IP アド
レスを設定してください。 

Ping は通りますか？ 
→Ping が通らない場合は、IP アドレスが正しくないことや、LAN 
ケーブルの断線などが考えられます。これらを確認してください。 

ファイアウォールが有効になっていませんか？ 
※ネットワークセキュリティによって接続できない場合があります。 
→一時的にファイアウォールを解除してください。 

リストアを行いましたか？ 
→ リストアによって IP アドレスが変更された可能性があります。
リストア時に使用した情報を確認してください。 

 
Web にログインできない 
（ログイン画面は表示される） 

ユーザ名やパスワードは正確ですか？ 
→大文字/小文字の違いを確認してください。 
→ログイン情報を変更した場合は、新しい情報でログインしてくださ
い。 
→リストアでログイン情報が変更された可能性があります。リストア
時に使用した情報を確認してください。 
→ログイン情報を忘れてしまった場合は、BACnet ゲートウェイ本
体を初期化してください。（初期化の方法については、本書「2.3 スイ
ッチ」を参照してください）その際、すべての設定情報が消去されま
すのでご注意ください。 
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トラブル状況 対処 
 
他の機器と通信ができない 

お使いのパソコンで、IP アドレスを設定しましたか？ 
※接続には、BACnet ゲートウェイとお使いのパソコンが同一ネッ
トワーク上の IP アドレスを持っている必要があります。 
→ 本書「4.2 パソコンのネットワーク情報設定」を参考に、IP アド
レスを設定してください。 
BACnet ゲートウェイまたはお使いのパソコンが、接続中のその他
の機器と重複した IP アドレスに設定されていませんか？ 
※同一ネットワーク上に重複した IP アドレスがあると、ネットワー
クに接続できない場合があります。 
→ 本書「4.2 パソコンのネットワーク情報設定」を参考に、IP アド
レスを設定してください。 
BACnet ゲートウェイと同じ DeviceID を持った機器がネットワー
ク上にいませんか？ 
→ 本体から BACnet ゲートウェイの DeviceID を変更するか、同
一 DeviceID を持つ機器の DeviceID を変更して、重複を解決してく
ださい。 

通信相手機器は「通信可能状態」ですか？ 
→電源、ケーブル、スイッチなど、通信相手機器の説明書に従って、
BACnet ゲートウェイとの通信が可能な状態にしてください。 

BACnet ゲートウェイが「通信停止」状態になっていませんか？ 
→「4.7 通信の開始、停止、再開」を参考に、BACnet ゲートウェイ
が通信状態（Web 上部帯が薄い青色の状態）であるようにしてくだ
さい。 
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●設定・運用関係 

トラブル状況 対処 
 
COV 通知が出ない 

COV 通知を送信するために正しくオブジェクトが
設定されていますか？ 
→「5.7COV 通知送信の設定」を参考に、BACnet ゲ
ートウェイが COV 通知を送信するための情報を、
各オブジェクトで設定してください。 
期待している COV 通知は「確認付」 COV 通知で
はありませんか？ 
→受信した機器が「受信確認」を行う必要がある場合
は、SubscribeCOV サービスを使用した「COV 登
録」が必要です。COV を受信する機器のマニュアル
を参考に、BACnet ゲートウェイに対して「COV 登
録（SubscribeCOV サービスの送信）」を行ってくだ
さい。 

  
AI/AO/AV オブジェクトの場合 

COVIncrement の値を変更しましたか？ 
→AI/AO/AV オブジェクトの場合、COVIncrement 
プロパティの値より大きな値の変化がない限り、
COV 通知が送信されません。「5.7(1)値変化時の自
発的な COV 送信」を参考に、適切な値に設定して
ください。 

  
参入・離脱時の COV の場合 

準拠する BACnet 規格は正確ですか？ 
→準拠する BACnet 規格が「IEIEJ-G-0006:2006ア
デンダム a」、「ANSI/ASHRAE Standard 135-2004」
および 
「ANSI/ASHRAE Standard 135-2010」の場合にの
み参入処理の一環として COV を送信します。 
システムで使用する BACnet 規格を確認してくだ
さい。 
COV の宛先設定は正確ですか？ 
→参入・離脱時の COV の宛先は、Device オブジェ
クトの Restart_Notification_Recipients プロパテ
ィで管理されています。「5.7(3)参入離脱時の COV 
送信」を参考に、COV を送信する宛先を確認してく
ださい。 

 
Event 通知が出ない 

Event 通知を送信するために正しくオブジェクトが
設定されていますか？ 
→「5.8Event 通知送信の設定」を参考に、BACnet 
ゲートウェイが Event 通知を送信するための情報
を、各オブジェクトで設定してください。 
Event の宛先設定は正確ですか？ 
→発行元の Event の宛先は、Notification Class オ
ブジェクトで管理されています。「5.8(4)Notification 
Class オブジェクトの設定」を参考に、Event を送
信する宛先を確認してください。 

  
参入・離脱時の Event の場合 

準拠する BACnet 規格は正確ですか？ 
→準拠する BACnet 規格が「IEIE-P-0003:2000 ア
デンダム a」の場合にのみ参入処理の一環として 
Event を送信します。 
システムで使用する BACnet 規格を確認してくだ
さい。 
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スケジュールが実行されない 

準拠する BACnet 規格は正確ですか？ 
→準拠する BACnet 規格によって、スケジュールの
処理方法が異なる場合があります。 
システムで使用する BACnet 規格を確認してくだ
さい。 
スケジュール動作を行わせるために正しくオブジェ
クトが設定されていますか？ 
→「5.10 スケジュール（Schedule オブジェクト）の
設定」を参考に、BACnet ゲートウェイがスケジュ
ール実行するための情報を、各オブジェクトで設定
してください。 

 
0:00 に意図しないスケジュールが実行される 

Schedule オブジェクトの Schedule_Default プロ
パティの値が出力されていませんか？ 
→日をまたいだスケジュールを有効にするために
は、ScheduleDefaultDisable の値を「TRUE」に設
定してください。 

 
ロギングができない 

ロギングを行わせるために正しくオブジェクトが設
定されていますか？ 
→「5.9 ロギング（Trend Log オブジェクト）の設定」
を参考に、BACnet ゲートウェイがスケジュール実
行するための情報を、各オブジェクトで設定してく
ださい。 

 
画面遷移、ボタンの反応が遅い 

→通信負荷が高い場合や、BACnet ゲートウェイに
膨大な情報量がセットされている場合など、画面遷
移やボタンの反応が遅くなる場合がありますが、こ
れは内部処理を優先させているためであり、不具合
ではありません。 

 
無効のボタンがある / 設定できないプロパテ
ィがある 

BACnet ゲートウェイが通信中（画面上部帯が薄い
青色）ではありませんか？ 
→ネットワーク関連の設定項目や、一部プロパティ
の値は、BACnet ゲートウェイが通信中である間、
設定することができません。「4.7(2)通信の停止」を
参考に、BACnet ゲートウェイの通信を一時停止し
てから、再度試してください。 
変更しようとするプロパティが、「変更不可」ではあ
りませんか？ 
→BACnet ゲートウェイがサポートしているオブジ
ェクトプロパティの中には、BACnet 規格によって
「変更不可」「書込み不可」と定義されているものが
あります。BACnet ゲートウェイは BACnet 規格
に準拠したアクセスのみを許容します。詳細は 
ANSI/ASHRAE Standard 135-20XX を参照してく
ださい。 

 
その他パケットの送信速度やシステム運用の
ための詳細設定をしたい 

→巻末付録の各種ファイルフォーマットやパラメー
タ表を参照してください。 
案件特有の設定や不明な点などは、サポートにお問
い合わせください。 

プログラムログ下記エラーが記録されている 
MODBUS_ReadReq_RetryOver 
MODBUS_ReadReq_Rec_Unexpected_Packet 

Modbus 端末は正しく接続されていますか？ 
→ケーブルを正しく接続してください。 
通信プロパティの設定は正しく設定されています
か？  
タイムアウトまでの時間は適正ですか？ 
→ Modbus 端末の通信プロパティを「4.5 ネットワ
ーク情報の設定」を参考に設定してください。 
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BinaryInput オブジェクトが追加できない 追加しようとしているオブジェクトの番号が
1000001~1000247 になっていませんか? 
→Modbus 端末通信エラー確認機能により 1000001
～1000247 の場合エラーとなります。 
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7.1 交換方法の流れ 

本ユニットの交換方法の流れは以下のとおりです。 
 

1.  電源を切る 

▼ 

2.  電源コネクタを BM760R から取り外す 
【準備物】マイナスドライバ 

※ModbusRTU 用 RS485 のコネクタも同様の手順取り外しを行ってください。 

▼ 

3.  BM760R を DIN レールから取り外す 

▼ 

4.  BM760R を準備する 

▼ 

5.  BM760R を DIN レールに取り付ける 

▼ 

6.  電源コネクタを BM760R に取り付ける 

※ModbusRTU 用 RS485 のコネクタも同様の手順取り付けを行ってください。 

▼ 

7.  電源を投入し、利用開始 
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7.2 取り外し方 

下記の手順に従って、BM760R を取り外してください。 

 

 取り付け作業時は、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと、

製品の損傷の恐れがあります。 

1. 電源を切る 

BM760R の電源を切り、LED が消灯しているこ

とを確認してください。 

 

 
2. マイナスドライバで電源コネクタを取り外す 

電源コネクタの下部の隙間に、右図のようにマイ

ナスドライバを差し込み、上に押し上げてくださ

い。 
準備物 マイナスドライバ 
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3. 電源コネクタを取り外す 

右図のとおり、BM760R から電源コネクタを完

全に取り外してください。 

 

 
4. BM760R の背面下部を DIN レールから取り外す 

右図の赤丸の部分にある取り付け金具を、下に引

き、BM760R の背面下部を DIN レールから外し

てください。 
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5. BM760R の背面上部を DIN レールから取り外す 

右図のように BM760R を上に持ち上げるように

して DIN レールから取り外します。 

 
 

7.3 取り付け方 

下記の手順に従って、BM760R を取り付けてください。 

 

 取り付け作業時は、必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと、

製品の損傷の恐れがあります。 

 
1. BM760R のユニットを用意する 

BM760R を準備し、電源ユニットの左右どちらか

に取り付けます。 
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2. BM760R を DIN レールに取り付ける 

右図のように BM760R の背面上部を DIN レー

ルの角に合わせ、背面下部が DIN レールにしっ

かりとはまるまで押し込みます。 

 

 
 
3. 電源コネクタを合わせる 

右図のように電源コネクタを BM760R の正面左

上の受け口に合わせてください。 
 
注意点コネクタの形状が受け口に合うように設

置してください。 
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4. 電源コネクタを取り付ける 

右図のように電源コネクタを最後までしっかり

と押しいれてください。その後は電源を投入し、

BM760R の利用を開始してください。 
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7.4 ModbusRTU 接続用コネクタの配線手順 

1. マイナスドライバーなどで、オレンジの突起を押して、ケーブルを差し込みます。 

 
 
2. 完成図 この写真のように配線されます。※プラス、マイナスを間違えないようにお気を付けくだ

さい。 

 

 

 赤いラインが見える側が正面となるようにコネクタを接続してくださ

い（上図参照） 
逆向きに接続すると、本製品や接続機器の故障、および、それに伴う

けが等の恐れがあります。 
 ModbusRTU 接続用コネクタは容易に外れないよう、奥までしっかり

差し込んでください。 
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7.5 初期化モードでの起動 

本製品は、次の場合に必ず初期化作業を行ってください。 
 
初期化モードでの起動 
・初めて使用する場合  
以下の手順に沿って、初期化モードでの起動を行ってください。 
 
1. 本体ユニット、DC24V 電源を装着して本体ユニットが電源に繋がれていることを確認します。（※

電源の配線方法については、マニュアルの「7.4 ModbusRTU 接続用コネクタの配線手順」をご覧く

ださい。） 
2. 細い棒状のものや、ドライバーなどで RESET ボタンを押した状態で電源をいれ、その状態を 5 秒

間維持します。これで、初期化作業は完了です。 

 
RESET ボタン長押し時 
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7.6 Edge（Internet Explorer モード）への切り替え手順 

Microsoft 社のサポート終了後も、IE は設定用ブラウザとしてご利用可能です。本作業は、主に現場

などで稼働中の機器の設定変更を行う際、IE が使用できない場合を想定したご案内となりますので、

お客様のご状況に合わせてブラウザの切り替えを行ってください。 
 
※以下は、BAQ08V での設定を例としています。他製品の場合においても同様の手順となります。 
(1) Edge を開く 
(2) 画面右上の［…］から［  設定］を開く 
(3) ［既定のブラウザー］を選択 
(4) Internet Explorer モードでサイトの再読み込みを［許可］にする 
(5) ［再起動］を押す 

  

③ ④ 

⑤ 
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(6) 再起動したEdgeの検索バーに、設定用Webページのアドレスを入力する 

 

※上記は初期（出荷時）のアドレスです。お客様にて使用されているアドレスを入力してください。 
 

(7) ご利用中のユーザ名とパスワードを入力してサインイン 
(8) 画面右上の［…］から「Internet Explorer モードで再読み込みする」を選択 

(9) 再度、設定用Webページにサインインする 
(10) 下記のポップアップが出るので［完了］を押す 

※［次回、このページを Internet Explorer モードで開く］を選択しておくことで 
次回以降のサインイン時に⑧の作業を省くことができます。 
 

⑧ 

⑧ 



トラブルシューティング 
 

128 
HM000004-R 

(11) Internet Explorer モードになっていることを確認 
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8 CSV ファイルフォーマット 
8.1 BACnetObject 設定ファイル 
BACnet オブジェクトを登録するための CSV ファイルです。 
38 カラム目までは電気設備学会規定のオブジェクトリスト授受用 CSV ファイルと同じフォーマットで

す。ただし Binary Input オブジェクトに限り、”カラム No4_インスタンス No”は Modbus 端末通信エラ

ー確認機能により 1000001～1000247 の場合は注意が必要となります。詳細については、6.4(2)リストア

を参照してください。 

 
【注意】シャープ（#）が見つかると、その後ろはコメントとして扱われ、無視されます。 
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CSV ファイルフォーマット（IEIE-P-0003:2000 アデンダム a 用） 

カラムNo カラムコメント 内容 備考 
1 75 オブジェクト識別子 ObjectIdentifier 
2 77 オブジェクト名 ObjectName 
3 79 オブジェクトタイプ ObjectType 
4 -1 インスタンス No  
5 117 単位 Units 
6 65 最大値 MaxPresValue 
7 69 最小値 MinPresValue 
8 72 通告タイプ NotifyType 
9 45 上限 HighLimit 

10 59 下限 LowLimit 
11 46 不活性テキスト InactiveText 
12 4 活性テキスト ActiveText 
13 84 極性 Polarity 
14 43 ファイルタイプ FileType 
15 42 ファイルサイズ FileSize 
16 74 状態数 NumberOfState 
17 110-1 状態テキスト 1 StateText ［1］ 
18 110-2 状態テキスト 2 StateText ［2］ 
19 110-3 状態テキスト 3 StateText ［3］ 
20 110-4 状態テキスト 4 StateText ［4］ 
21 110-5 状態テキスト 5 StateText ［5］ 
22 110-6 状態テキスト 6 StateText ［6］ 
23 110-7 状態テキスト 7 StateText ［7］ 
24 110-8 状態テキスト 8 StateText ［8］ 
25 110-9 状態テキスト 9 StateText ［9］ 
26 110-10 状態テキスト 10 StateText ［10］ 
27 17 通告クラス NotificationClass 

28 132-1 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 1 LogDeviceObjectProperty ［ObjectID］ 

29 132-2 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 2 LogDeviceObjectProperty ［PropertyID］ 

30 132-3 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 3 LogDeviceObjectProperty ［ArrayIndex］ 

31 132-4 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 4 LogDeviceObjectProperty ［DeviceID］ 

32 134 ログ間隔 LogInterval 
33 126 バッファサイズ BufferSize 

34 520 最大カウント値 計量の最大カウント値 
Accumulator の MaxPresValue 

35 521 重み 計量の重み 
Accumulator の Scale 

 
  



CSV ファイルフォーマット 
 

131 
HM000004-R 

 
CSV ファイルフォーマット（IEIE-P-0003:2000 アデンダム a 以外） 

カラムNo カラムコメント 内容 備考 
1 75 オブジェクト識別子 ObjectIdentifier 
2 77 オブジェクト名 ObjectName 
3 79 オブジェクトタイプ ObjectType 
4 -1 インスタンス No  
5 117 単位 Units 
6 65-1 最大現在値 AI/AO の MaxPresValue 
7 69 最小現在値 MinPresValue 
8 72 通告タイプ NotifyType 
9 45 上限 HighLimit 

10 59 下限 LowLimit 
11 46 不活性テキスト InactiveText 
12 4 活性テキスト ActiveText 
13 84 極性 Polarity 
14 43 ファイルタイプ FileType 
15 42 ファイルサイズ FileSize 
16 74 状態数 NumberOfState 
17 110-1 状態テキスト 1 StateText ［1］ 
18 110-2 状態テキスト 2 StateText ［2］ 
19 110-3 状態テキスト 3 StateText ［3］ 
20 110-4 状態テキスト 4 StateText ［4］ 
21 110-5 状態テキスト 5 StateText ［5］ 
22 110-6 状態テキスト 6 StateText ［6］ 
23 110-7 状態テキスト 7 StateText ［7］ 
24 110-8 状態テキスト 8 StateText ［8］ 
25 110-9 状態テキスト 9 StateText ［9］ 
26 110-10 状態テキスト 10 StateText ［10］ 
27 17 通告クラス NotificationClass 

28 132-1 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 1 LogDeviceObjectProperty ［ObjectID］ 

29 132-2 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 2 LogDeviceObjectProperty ［PropertyID］ 

30 132-3 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 3 LogDeviceObjectProperty ［ArrayIndex］ 

31 132-4 ログデバイスオブジェクト

プロパティ 4 LogDeviceObjectProperty ［DeviceID］ 

32 134 ログ間隔 LogInterval 
33 126 バッファサイズ BufferSize 

34 65-2 最大現在値  計量の最大カウント値 
Accumulator の MaxPresValue 

35 187 スケール  計量の重み 
Accumulator の Scale 

36 75-1 関連オブジェクト 1  
37 75-2 関連オブジェクト 2  
38 -2 メモ  

 
39 カラム目以降は、装置、BACnetObject の型により異なります。  
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(1) Analog Input オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 PresentValue 用メモリ DataType 
値 内容 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue 用データ変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 PresentValue 用 BACnetMinValue +10-37～ +1038 

MinValue < MaxValue となる値を設定します。 
計算方法は「2.7(2)Analog データレンジ変換」を参照

してください。 44 PresentValue 用 BACnetMaxValue 

45 PresentValue 用 Modbus 範囲 Datatype 
値 内容 
0 Unsigned 
1 Signed 

 

46 PresentValue 用 ModbusMinValue -2,147,483,648 ～ 2,147,483,647  
MinValue < MaxValue となる値を設定します。 
計算方法は「2.7(2)Analog データレンジ変換」を参照

してください。 47 PresentValue 用 ModbusMaxValue 

48 未使用 － 
49 未使用 － 
50 未使用 － 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 LimitEnable 初期値 Bit0:LowLinitEnable 
Bit1:HighLimitEnable 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 COVIncrement 実数値 
COV 発行のための PV 最少変化量 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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(2) Analog Output オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 PresentValue 用メモリ DataType 値 内容 
3 HoldingRegister 

 

41 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue 用データ変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 PresentValue 用 BACnetMinValue +10-37～ +1038 

MinValue < MaxValue となる値を設定します。 
計算方法は「2.7(2)Analog データレンジ変換」を参照

してください。 44 PresentValue 用 BACnetMaxValue 

45 PresentValue 用 Modbus 範囲 Datatype 
値 内容 
0 Unsigned 
1 Signed 

 

46 PresentValue 用 ModbusMinValue 
-2,147,483,648 ～ 2,147,483,647  
MinValue < MaxValue となる値を設定します。 
計算方法は「2.7(2)Analog データレンジ変換」を参照

してください。 47 PresentValue 用 ModbusMaxValue 

48 未使用 － 
49 未使用 － 

50 Modbus ノードへの定期書き込み周期 
※Ver1.2.7 以降 

秒単位（最大 86400 秒） 
0 またはブランクの場合、定期送信は行わない 
Ver1.2.7 より前は使用しない 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 LimitEnable 初期値 Bit0:LowLinitEnable 
Bit1:HighLimitEnable 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 COVIncrement 実数値 
COV 発行のための PV 最少変化量 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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(3) Analog Value オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 入力 PresentValue 用メモリ DataType 
値 内容 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 入力 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue 用データ変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 PresentValue 用 BACnetMinValue 
+10-37～ +1038 

MinValue < MaxValue となる値を設定します。 
計算方法は「2.7(2)Analog データレンジ変換」を参照

してください。 44 PresentValue 用 BACnetMaxValue 

45 PresentValue 用 Modbus 範囲 Datatype 
値 内容 
0 Unsigned 
1 Signed 

 

46 PresentValue 用 ModbusMinValue -2,147,483,648 ～ 2,147,483,647  
MinValue < MaxValue となる値を設定します。 
計算方法は「2.7(2)Analog データレンジ変換」を参照

してください。 47 PresentValue 用 ModbusMaxValue 

48 出力 PresentValue 用メモリ DataType 値 内容 
3 HoldingRegister 

 

49 出力 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

50 Modbus ノードへの定期書き込み周期 
※Ver1.2.7 以降 

秒単位（最大 864000 秒） 
0 またはブランクの場合、定期送信は行わない 
Ver1.2.7 より前は使用しない 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 LimitEnable 初期値 Bit0:LowLinitEnable 
Bit1:HighLimitEnable 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 COVIncrement 実数値 
COV 発行のための PV 最少変化量 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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(4) Binary Input オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 PresentValue 用メモリ DataType 

値 内容 
0 DiscreteInput 
1 Coil 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 PresentValue 用メモリアドレス 
[アドレス]：[ビット] 
[アドレス] 1～9999 

[ビット]  0～15 
42 未使用 － 
43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 
48 未使用 － 
49 未使用 － 
50 未使用 － 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

      

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 未使用 － 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 未使用 － 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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(5) Binary Output オブジェクト  

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 PresentValue 用メモリ DataType 
値 内容 
1 Coil 
3 HoldingRegister 

 

41 PresentValue 用メモリアドレス 
[アドレス]：[ビット] 
[アドレス] 1～9999 

[ビット]  0～15 
42 未使用 － 
43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 

48 FeedBackValue 用メモリ DataType 

値 内容 
0 DiscreteInput 
1 Coil 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

49 FeedBackValue 用メモリアドレス 
[アドレス]：[ビット] 
[アドレス] 1～9999 

[ビット]  0～15 

50 Modbus ノードへの定期書き込み周期 
※Ver1.2.7 以降 

秒単位（最大 864000 秒） 
0 またはブランクの場合、定期送信は行わない 
Ver1.2.7 より前は使用しない 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 未使用 － 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 FeedBack 

FeedBack プロパティ特殊処理指定 
0:指定無し 
1: FeedBack を常に PresentValue にコピーする 
2: PresentValue を常に FeedBack にコピーする 
3: CommandFailure チェックを  PresentValue 
に出力後のみ実施 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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(6) Binary Value オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 入力 PresentValue 用メモリ DataType 

 
値 内容 
0 DiscreteInput 
1 Coil 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 入力 PresentValue 用メモリアドレス 
[アドレス]：[ビット] 
[アドレス] 1～9999 

[ビット]  0～15 
42 未使用 － 
43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 

48 出力 PresentValue 用メモリ DataType 
 
値 内容 
1 Coil 
3 HoldingRegister 

 

49 出力 PresentValue 用メモリアドレス 
[アドレス]：[ビット] 
[アドレス] 1～9999 

[ビット]  0～15 

50 Modbus ノードへの定期書き込み周期 
※Ver1.2.7 以降 

秒単位（最大 864000 秒） 
0 またはブランクの場合、定期送信は行わない 
Ver1.2.7 より前は使用しない 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 未使用  － 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 未使用 － 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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(7) Multi State Input オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 PresentValue 用メモリ DataType 
値 内容 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue 用データ変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 
48 未使用 － 
49 未使用 － 
50 未使用 － 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 未使用 － 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 未使用 － 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 

57 データ変換種別 
値 内容 
0 Modbus値＝BACnet値 
1 Modbus値＋１＝BACnet 値 
2 ユーザ割付け変換 

 

58 State1 の値 

0 ～ 4,294,967,295 
データ変換種別で「ユーザ割付け変換」を指定時に

有効 

各 State 値に割付ける Modbus 値を指定する。 

変換方法は「2.7(3)MultiState データ変換」を参照し

てください。 

59 State2 の値 
60 State3 の値 
61 State4 の値 
62 State5 の値 
63 State6 の値 
64 State7 の値 
65 State8 の値 
66 State9 の値 
67 State10 の値 
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(8) Multi State Output オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 PresentValue 用メモリ DataType 値 内容 
3 HoldingRegister 

 

41 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue/FeedBackValue 用データ

変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 

48 FeedBackValue 用メモリ DataType 
値 内容 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

49 FeedBackValue 用メモリアドレス 1～9999 

50 Modbus ノードへの定期書き込み周期 
※Ver1.2.7 以降 

秒単位（最大 864000 秒） 
0 またはブランクの場合、定期送信は行わない 
Ver1.2.7 より前は使用しない 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 未使用 － 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 FeedBack 

FeedBack プロパティ特殊処理指定 
0:指定無し 
1: FeedBack を常に PresentValue にコピーする 
2: PresentValue を常に FeedBack にコピーする 
3: CommandFailure チェックを  PresentValue 
に出力後のみ実施 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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カラムNo 内容 備考 

57 データ変換種別 
値 内容 
0 Modbus値＝BACnet値 
1 Modbus値＋１＝BACnet 値 
2 ユーザ割付け変換 

 

58 State1 の値 

0 ～ 4,294,967,295 
データ変換種別で「ユーザ割付け変換」を指定時に

有効 

各 State 値に割付ける Modbus 値を指定する。変換

方法は「2.7(3)MultiState データ変換」を参照してく

ださい。  

59 State2 の値 
60 State3 の値 
61 State4 の値 
62 State5 の値 
63 State6 の値 
64 State7 の値 
65 State8 の値 
66 State9 の値 
67 State10 の値 
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(9) Multi State Value オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 入力 PresentValue 用メモリ DataType 
値 内容 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 入力 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue 用データ変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 

48 出力 PresentValue 用メモリ DataType 値 内容 
3 HoldingRegister 

 

49 出力 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

50 Modbus ノードへの定期書き込み周期 
※Ver1.2.7 以降 

秒単位（最大 864000 秒） 
0 またはブランクの場合、定期送信は行わない 
Ver1.2.7 より前は使用しない 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 未使用 － 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 未使用 － 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 

57 データ変換種別 
値 内容 
0 Modbus値＝BACnet値 
1 Modbus値＋１＝BACnet 値 
2 ユーザ割付け変換 

 

58 State1 の値 0 ～ 4,294,967,295 59 State2 の値 
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カラムNo 内容 備考 
60 State3 の値 データ変換種別で「ユーザ割付け変換」を指定時に

有効 

各 State 値に割付ける Modbus 値を指定する。 

変換方法は「2.7(3)MultiState データ変換」を参照し

てください。 

61 State4 の値 
62 State5 の値 
63 State6 の値 
64 State7 の値 
65 State8 の値 
66 State9 の値 
67 State10 の値 
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(10) Accumulator オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 入力 PresentValue 用メモ DataType 
 
値 内容 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 入力 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue／ValueSet 用 
データ変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 

48 出力 ValueSet 用メモリ DataType 値 内容 
3 HoldingRegister 

 

49 出力 ValueSet 用メモリアドレス 1～9999 
50 未使用 － 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

※Accumulator オブジェクトは 1 または 2 に設定

してもPresentValue の変化によるCOVは送信さ

れません。 

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 LimitEnable 初期値 Bit0:LowLinitEnable 
Bit1:HighLimitEnable 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 未使用 － 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
 
【補足】Accumulator の Scale プロパティには Real 型と Integer 型の 2 種類があり、CSV ファイルをア

ップロードして値を設定するには、カラム No.35 にそれぞれ下表のように記述します。 
登録する型 方法 

Real 型 そのまま値(0.1、100.0 など)を記述します。 
Integer 型 1.0e+N もしくは 1.0e-N(N は任意の整数)の形で記述します。1.0e + 2 は 10 の 2 乗(= 

100)、1.0e-3 は 10 の -3 乗(= -0.001) の意味となります。 
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(11) 計量オブジェクト 

カラムNo 内容 備考 
39 Modbus 端末アドレス 1～247 

40 入力 PresentValue 用メモリ DataType 
値 内容 
2 InputRegister 
3 HoldingRegister 

 

41 入力 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 

42 PresentValue 用データ変換番号 

値 内容 
1 16bit 長 整数リトルエンディアン 
2 32bit 長 整数リトルエンディアン 
3 32bit 長 実数リトルエンディアン 
4 16bit 長 整数ビッグエンディアン 
5 32bit 長 整数ビッグエンディアン 
6 32bit 長 実数ビッグエンディアン 

 

43 未使用 － 
44 未使用 － 
45 未使用 － 
46 未使用 － 
47 未使用 － 

48 出力 PresentValue 用メモリ DataType 値 内容 
3 HoldingRegister 

 

49 出力 PresentValue 用メモリアドレス 1～9999 
50 未使用 － 

51 UnsolicitedCOV 同報 

UnsolicitedCOV の送信方法を指定する。 
値 方法 
0 送信しない 
1 変化時のみ送信 
2 変化時および周期送信 

      

52 UnsolicitedCOV 送信周期 秒単位 COV 同報が 2 の場合にのみ有効 
0 が設定されると周期的に送信されません。 

53 LimitEnable 初期値 Bit0:LowLinitEnable 
Bit1:HighLimitEnable 

54 EventEnable 初期値 
Bit0:OffNormalEventEnable 
Bit1:FaultEventEnable 
Bit2:NormalEventEnable 

55 未使用 － 

56 TimeDelay 
符号無し整数値 
イベント生成判断されるまでの、その状態維持最

少時間間隔 
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8.2 Modbus 端末定義ファイル 
Modbus 端末を登録するための CSV ファイルです。 
【注意】セミコロン（;）またはシャープ（#）が見つかると、その後ろはコメントとして扱われ、無視さ

れます。 
 

カラムNo 内容 備考 
1 端末番号 1～247 

2 端末名称 文字列最大 20byte まで登録可能 
 
 
8.3 Modbus 収集設定ファイル 
BACnet ゲートウェイと通信する Modbus 端末のメモリの収集条件を定義するための CSV ファイル

です。 
【注意】セミコロン（;）またはシャープ（#）が見つかると、その後ろはコメントとして扱われ、無視さ

れます。 
 

カラムNo 内容 備考 

1 端末番号 1～247 
ただし、端末装置に設定されている番号に限る 

2 Modbus データタイプ 
0: DiscreteInput 
1: Coil  
2: Input Register  
3: Holding Register  

3 Modbus メモリアドレス 1～9999 

4 Modbus データ数 

Modbus データタイプごとに異なる。 

DiscreteInput 1～2000 

Coil 1～2000 

InputRegister 1～125 

HoldingRegister 1～125 
 

5 収集周期 単位は秒。0～3600 
0 は収集しない事を意味する。 
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9 保証について 
ご使用に際しましては、以下の製品保証内容をご確認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 
① 無償保証期間と無償保証範囲 

無償保証期間中に、製品に当社側の責任による故障や瑕疵（以下併せて「故障」と呼びます）が

発生した場合、お買い上げいただきました販売店またはサービス会社を通じて、無償で製品を交

換させていただきます。 
 
※出張でのソフトウェア改修（バージョンアップ対応）が必要な場合は、ご相談ください。 
なお、お客様にて製品の修理や対策を行った場合は、保証の対象外となります。 
（弊社からの指定により、お客様にてバージョンアップ対応を行った場合を除きます。） 

 
【無償保証期間】 
製品の無償保証期間は、納入後 1 年間とさせていただきます。また交換品・改修品の無償保証期

間は、交換・改修前の無償保証期間を超えて長くなることはありません。 
 
【無償保証範囲】 
使用状態、使用方法および使用環境などが、マニュアル、製品本体注意ラベルなどに記載された

条件、注意事項などにしたがった正常な状態で使用されている場合に限定させていただきます。 
 

② 無償保証適用外事由 
無償保証期間内であっても、以下の場合には有償交換とさせていただきます。 
 お客様における不適切な保管や取扱い、不注意、過失などにより生じた故障およびお客様の

ハードウェアまたはソフトウェア設計内容に起因した故障。 
 お客様にて当社の了解なく製品に改造などの手を加えたことに起因する故障。 
 当社製品がお客様の機器に組み込まれて使用された場合、お客様の機器が受けている法的規

制による安全装置または業界の通念上備えられているべきと判断される機能・構造などを備

えていれば回避できたと認められる故障。 
 マニュアルに指定された消耗部品が正常に保守・交換されていれば防げたと認められる故障。 
 火災、異常電圧などの不可抗力による外部要因および地震、雷、風水害などの天変地異によ

る故障。 
 当社出荷当時の科学技術の水準では予見できなかった事由による故障。 
 その他、当社の責任外の場合またはお客様が当社責任外と認めた故障。 

 
③ 生産中止後の有償修理期間 

当社が有償にて製品修理を受け付けることができる期間は、その製品の生産中止後 3 年間です。

生産中止に関しましては、当社ホームページなどにて報じさせていただきます。生産中止後の製

品供給（補用品も含む）はできません。 
 

④ 海外でのサービス 
海外においては、当社のサポート対象外となります。 

 
⑤ 機会損失、二次損失などへの保証責務の除外 

無償保証期間の内外を問わず、当社の責に帰すことができない事由から生じた損害、当社製品の

故障に起因するお客様での機会損失、逸失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じ

た損害、二次損害、事故補償、当社製品以外への損傷およびその他の業務に対する補償について

は、当社は責任を負いかねます。 
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⑥ 製品仕様の変更 
マニュアルもしくはその他技術資料に記載されている仕様は、お断りなしに変更される場合が

ありますので、あらかじめご承知おき下さい。 
 

⑦ 製品の適用について 
本製品および他システムに故障・不具合などが発生した場合でも重大な事故にいたらない用途

であること、および故障・不具合発生時にはバックアップやフェールセーフ機能が機器外部で

システム的に実施されていることを、ご使用の条件とさせていただきます。 
本製品は、一般建物、工業などへの用途を対象とした汎用品として設計・製作されています。 
したがいまして、各電力会社殿の原子力発電所およびその他発電所向けなどの公共への影響が

大きい用途や、鉄道会社殿および防衛庁殿向けの用途などで、特別品質保証体制をご要求にな

る用途には、本製品の適用を除外させていただきます。 
ただし、これらの用途であっても、用途を限定して特別な品質をご要求されないことをお客様

にご承認いただいた場合には、適用可能とさせていただきます。 
また、航空、医療、鉄道、燃焼・燃料装置、有人搬送装置、娯楽機械、安全機械など人命や財産

に大きな影響が予測され、安全面や制御システムに特に高信頼性が要求される用途へのご使用

をご検討いただいている場合には、当社窓口へご相談いただき、必要な仕様書の取り交わしな

どをさせていただきます。 
 

10 サポートについて 
本製品は、お買い上げいただきました販売店またはサービス会社を通じ、 
株式会社ユニテックまでお問い合わせいただけますようお願い申し上げます。 
 対応時間帯 

 

平日 9:00～12:00、13:00～16:00 
（祝祭日、2 月 19 日、および夏季、年末年始など当社の休日は除く） 
株式会社ユニテック サポート窓口 
〒493-0006 愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り 24 番地 

  
 E-MAIL によるお問い合わせ 

 
必要事項を記載し、お問い合わせください。 
メールアドレス：sales@uni-tec.co.jp 

  
 電話によるお問い合わせ 

 
電話番号：0586-87-7819 
・正確な情報を伝達し合うため、E メールをご利用いただけますようお願いいたします。 
・技術的なお問い合わせは、電話での対応をお断りすることがありますので、ご了承ください。 

  
 製品に関する情報につきまして 

 
最新情報などは以下の URL からご確認ください。 
【URL】https://www.uni-tec.co.jp/ 

 

mailto:sales@uni-tec.co.jp
https://www.uni-tec.co.jp/
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11 商標について 
 BACnet は American Society of Heating, Refrigerating and Air-Conditioning Engineers 

(ASHRAE)の商標です。  
 Windows、Edge は、米国およびその他の国々での Microsoft 社の登録商標です。 
 GoogleChrome は、Google LLC の商標または登録商標です。 
 その他の社名、サービス名、システム名、製品名は、それぞれの会社・組織の商標または登録商標

です。 
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改定履歴 
副版 改定内容 改定日 

- 初版発行 2015/04/09 
A 「概要」「仕様」を追加 

エンディアン変換タイプに、32bit 長整数を追加 

収集した Modbus データを表示する画面イメージを追加 

MultiState データ変換機能説明を追加 
Analog データレンジ変換機能に、範囲外データについての説明追加 
収集カウントの指定可能範囲を追記 

2015/11/04 

B BACnet ゲートウェイの接続設定の内容を修正 
2.7(1) オブジェクトの割付け対応表を追加 
2.7(2) Analog データレンジ指定値の有効範囲を追加 
CSV ファイルフォーマットにも、データ範囲追加 
2.7(3) 変換説明内容を修正 
2.4 電源、通信インターフェースを追加 
8.1 CSV カラム 50 を未使用に修正 

2015/11/18 

C 2.5(3)サポート BIBB を修正 2015/12/14 
D Binary オブジェクトへ InputRegister,HoldingRegister bit 指定仕様を追

記 
WriteSingleRegisterSupport オプション仕様を追記 

2016/06/22 

E Modbus 端末番号制限を修正 
Motbus 端末一覧の[削除][全削除]ボタン仕様追記 
BACnet オブジェクト一覧からの Modbus 割付け編集仕様を追記 
パリティのデフォルト値変更対応 

2016/09/02 

- 管理番号を DA24-000164 から HM000004 に変更 
「2.10 Modbus 端末通信エラー確認機能」を追記 
「4.5 ネットワーク情報の設定」に Modbus 端末通信エラー通知 BI 仕様

を追記 
「5.5(10)Modbus 端末通信状態」を追記、それに伴う画面イメージの変

更 
「紐付け」表現をすべて「割付け」に変更 

2016/12/08 

A 「6.2Modbus 通信ログの確認」、「6.3 プログラムログの確認」を追記 
「7 トラブルシューティング」にプログラムログ情報を追記 

2017/01/13 

B 「6.6BACnet 詳細情報の設定」に TimeChangeDisable 、
DisableCOVDrivenByStatusFlags 情報を追記 

2017/02/23 
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C ・1.4 外観デザインの修正 
・2.1 一般仕様の外形寸法の修正 

2017/7/6 

D ・2.6(2)通信仕様内の誤字を修正 
・2.6(3)サポートアドレスタイプ内の誤表記を修正 
・BACnet 規格の記載文言を統一 
・2.4 電源、通信インターフェースの図の変更と表内説明項目を追加 

2017/10/30 

E ・2.5(3)サポート BIBB の「Backup and Restore-B」を削除 
・誤記の修正 
・6.6BACnet 詳細情報の設定内の誤記を修正 

2017/12/22 

F 「1.3 above システム構成」を追加 
「7.1 交換方法の流れ」を追加 

2018/4/18 

G 「1.4 外観デザイン」を変更 2020/1/11 

H 「8.1(7)Multi State Input オブジェクト」「8.1(8)Multi State Output オ
ブジェクト」「8.1(9)Multi State Value オブジェクト」のデータ変換種別

誤記を修正 

2020/03/03 

I 「7.2 取り外し方」「7.3 取り付け方」の画像を差し替え 2020/07/14 

J ・「安全上のご注意」内の「コネクター」を「コネクタ」に統一 
・「2.7.2 通信の停止」を「4.7(2)通信の停止」に更新 
・「5.11 カレンダー（Calendar オブジェクト）の設定」 

「2」設定する Schedule オブジェクトの～」を「設定する Calendar オブ

ジェクトの～」に修正 

・「6.6BACnet 詳細情報の設定」SendInterval の内容にて 
「BAQ08V が送信すべき～」を「BACnet ゲートウェイが送信すべき

～」に修正 
・「6.4 バックアップとリストア」にて「BACnet ゲートウェイをリスト

ア」を「BACnet ゲートウェイ情報をリストア」に修正 
・「6.4(1)バックアップ」＜手順＞にて「1」2.7.2 通信の停止」を削除 
・「6.4(2)リストア」＜手順＞にて 

・「1」2.7.2 通信の停止」を「4.7.2 通信の停止」に更新 
・「4」一括設定ファイル dat ファイルの～」を「4」一括設定ファイ

ルの～」に修正 
・各ファイルリストの末尾が「～ファイル」になるよう統一 
・各ファイルリストの内容 6 行目にて 
・「電気設備学会で規定されているオブジェクト授受用のファイル」

を「電気設備学会で規定されているオブジェクトリスト授受用のフ

ァイル」に修正 

2020/10/07 
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・リスト下「※各ファイルの詳細については～」の文字サイズを調整 
・「6.5(1)ユーザの追加」「6.5(2)ユーザの削除」にて 
 「一般管理者」を「管理者」に修正 
・各挿入画像内 
 協調したい該当部分から大きくはみ出している赤枠のサイズを調整 
・コピーライトを 2015 から 2020 に修正 

K ・「4.3BACnet ゲートウェイへのログイン」に Microsoft Edge の

Internet Explorer モードでのアクセスを追記 
・「5.5(1)Analog 系オブジェクトの割付」「5.5(2)Binary 系オブジェクト

の割付」「5.5(3)Multi State 系オブジェクトの割付」の 5) にノードへの

定周期書き込み機能の設定に関する内容を追記 
・「5.5(7)BACnet オブジェクトに割付けされた Modbus 端末の確認と編

集」の 3)にノードへの定周期書き込み機能の設定に関する内容を追記 
・「6.6 BACnet 詳細情報の設定」に InitialDataOutputMode パラメータ

を追加 
・「8 CSV ファイルフォーマット」の AO、AV、BO、BV、MO、MV の

50 カラム目に Modbus ノードへの定期書き込み周期を追加 
・「11 商標について」に Edge を追加 

2022/6/6 

L ・ブラウザを使用している画像を全て MicrosoftEdge に変更 
・「1.1 特長」使用ブラウザの表記を変更 
・「2.4 電源、通信インターフェース」の電源の推奨電流値を記載 
・「2.1(1)性能仕様」の消費電流値を修正 
・「4.3BACnet ゲートウェイへのログイン」使用ブラウザの表記を変更 
・「7.4ModbusRTU 接続用コネクタの配線手順」を追加 
・「7.5 初期化モードでの起動」を追加 
・「9 保証について」の章を追記 
・「11 商標について」において BACnet を商標表記に修正 

2022/9/28 

M ・「7.4 ModbusRTU 接続用コネクタの配線手順」について修正 
・表紙を差し替え 
・「9 保証について」を修正 
・「7.6 Edge（Internet Explorer モード）への切り替え手順」を追加 

2023/4/27 

N ・「2.4 電源、通信インターフェース」の画像を修正 2023/6/30 

O ・「1.1 特長」BACnet 規格および AnnexU 追加 
・「2.5(2)サポートオブジェクト」BACnet 規格追加 
・「4.5 ネットワーク情報の設定」AnnexU 追加 
・「5.9(2)ロギングの停止」BACnet 規格追加 
・「6.6BACnet 詳細情報の設定」

2023/10/12 
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ChangeOfReliabilityAtFaultEventDisable 追加 

P ・「6.4(2)リストア」に ModbusBACnetGateway 用 CSV ファイル

(BACnetObject 設定ファイル)をアップロードする場合の Modbus 端末通

信エラー通知用 BI についての説明を追加 
・「8.1BACnetObject 設定ファイル」に ModbusBACnetGateway 用

CSV ファイル(BACnetObject 設定ファイル)をアップロードする際の BI
オブジェクトの場合についての説明を追加、一部記述を修正 
・コピーライトを 2023 から 2024 に修正 

2024/3/8 

Q ・「8.3 Modbus 収集設定ファイル」Modbus データタイプの備考を修正 2024/3/18 

R ・「6.6BACnet 詳細情報の設定」AutoRoutingTableAddEnable に関する

情報を追記 
・「8.3Modbus 収集設定ファイル」Modbus データタイプ誤記などを修正 

・Modbus データタイプの表現方法を統一 

2024/4/5 

○c  2024 Unitec Corp. 
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